
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
道 道 道 過 過 漁 漁
路 路 路 疎 疎 港 港

平 の の の 地 地 の の
成 区 供 区 域 域 指 区
十 域 用 域 自 自 定 域
四 の の の 立 立 の の
年 変 開 変 促 促 取 変
三 更 始 更 進 進 消 更

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
漁 家 土 土 道 道 土 一
港 畜 地 地 営 営 地 般
の 伝 改 改 土 土 改 競
指 染 良 良 地 地 良 争
定 病 事 事 改 改 区 入
の 業 業 良 良 の 札
発 の の 事 事 定 の
生 計 計 業 業 款 実

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇
一 指 産 一 公 公
般 定 業 般 共 共
競 希 廃 競 職 職
争 少 棄 争 業 業
入 野 物 入 告 安 安
札 生 処 札 定 定
の 動 理 所 所（
資 植 施 物 の の

第

〇 〇 〇
北 北 北
海 海 海
道 道 道
小 病 居
型 院 住 規
船 事 施
舶 業 設
の 条 管

号

毎
週
火
・
金
曜

月 及 特 特 し（ （ （
二 び 二 三 別 別 二
十 供 件 件 措 措 件
二 用 ） ） 置 置 ）
日 の 法 法

開 に に
始 よ よ

る る（
二 市 市

金 件 町 町
） 村 村

曜 道 道
の の

画 画 変 計 の 施
変 変 更 画 変
更 更 計 の 更
の の 画 決 の
同 協 の 定 認
意 議 決 可
の 定
適
否
の
決
定

格 物 設 品 示 執 職
に の の の 務 員
関 指 設 賃 時 の
す 定 置 借 間 勤
る に ） の 務
公 係 の 特 時
示 る 実 例 間

許 施 に の
可 関 特
申 す 例
請 る に
書 規 関
の 則 す

船 例 理 則 目
籍 の 規
及 一 則
び 部 の
総 を 一
ト 改 部
ン 正 を
数 す 改
の る 正
測 条 す
度 例 る
に の 規 次
関 施 則

日
発
行

日 代 代
行 行
工 工
事 事
の の
完 開
了 始

（ （ （ （ （ （ （
道 道 道 道 道 漁 漁
路 路 路 路 路 港 港
整 整 整 計 計 漁 漁
備 備 備 画 画 村 村
課 課 課 課 課 課 課

（ （ （ （ （
土 土 土 土 土
地 地 地 地 地（ （

漁 酪 改 改 改 改 改
港 農 良 良 良 良 良 （
漁 畜 指 指 指 指 指 保
村 産 導 導 導 導 導 護
課 課 課 課 課 課 課 課

内 を る
容 廃 規
の 止 則
概 す を
要 る 廃
等 規 止

則 す
る（ （

廃 土 規（ （ （
自 棄 地 雇 雇 則
然 物 水 用 用（

保 環 対 対 対 対
護 境 策 策 策 策
課 課 課 課 課 課

す 行
る 期
規 日
則 を
の 定
一 め
部 る（
を 道 規
改 立 則（ （

資 正 病 職
源 す 院 員
管 る 管 厚
理 規 理 生 発行
課 則 室 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二
四 四 四 四 四 四 四
七 七 五 五 四 四 四

一 ◇ 二
号 行公

公 趣 ） こ 施 う共
共 旨 の 行 た職
職 及 規 期 め業
業 び 則 日 、安

） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二 二
四 四 四 四 四 四 四 四
四 三 三 三 三 二 二 一

一 ◇ ◇
第 北 行 趣 北

小 趣 十 海 期 北 旨 海
型 旨 一 道 日 海 及 道
船 及 号 小 は 道 び 病
舶 び ） 型 、 病 内 院

） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二
四 四 四 三 三 三
〇 〇 〇 九 八 八

二 一 ◇
る の 北

こ 施 職 う 地 趣 海
の 行 員 ち 方 旨 道
規 期 に 短 公 及 居
則 日 つ 時 務 び 住

） ） ）
電話

二 二 二 ペ
三 三 三 ー
八 八 八 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇
北 一 一 軽
海 般 般 油
道 競 競 引
情 争 争 取
報 道 入 入 札 税 公
公 企 札 札 幌 に

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
平 河
成 川
十 区
三 域
年 公 の
度 廃

安 内 は こ定
定 容 、 の所
所 平 規の
の 成 則職
職 十 を員
員 四 制の
の 年 定勤
勤 四 す務
務 月 る時時 一 こ間間 日 とのの か と特特 ら し例

の 内 船 平 院 容 事
船 容 舶 成 事 業
籍 の 十 業 条
及 船 四 条 例
び 籍 年 例 の
総 及 四 の 一
ト び 月 一 部
ン 総 一 部 を
数 ト 日 を 改
の ン と 改 正
測 数 す 正 す
度 の る す る
に 測 こ る 条

は い 間 員 内 施
、 て 勤 制 容 設
公 貸 務 度 管
布 与 の に 理
の 資 職 係 規
日 格 を る 則
か を 占 新 の
ら 認 め た 一
施 め る な 部
行 る 職 再 を
す こ 員 任 改
る と に 用 正
こ と 係 制 す

開 業 の の 医 係
条 管 実 資 科 る
例 理 施 格 大 特 告
の 規 に 学 約
施 程 関 告 業
行 す 示 者
に る の
関 公 指
す 示 定
る の
北 取
海 消
道 し

公

布

さ

れ

た

規

北 止
海 等
道 表 に
補 よ
正 り
予 生
算 じ
の た
要 廃
領 川

敷
地
等

例 施 たにに 行 。関関 すすす る
るる こ
規規 と
則則 と
をを し
廃二 廃 た
止三 止 。
す七 す
るる
規こ
則と

関 度 と 条 例
す に と 例 の
る 関 し 施（
政 す た 平 行
令 る 。 成 期
の 規 十 日
一 則 三 を
部 の 年 定
改 一 北 め
正 部 海 る
に を 道 規
伴 改 条 則
い 正 例 （
、 す 第 規

と す る 度 る
と る 公 が 規
し た 宅 設 則
た め の け （
。 、 貸 ら 規

こ 与 れ 則
の 資 た 第
規 格 こ 九
則 に と 号
を 関 に ）
制 し か
定 、 ん
す 知 が
る 事 み

企
業
局
規
程

（
税

則

の

あ

ら

ま

し

（ （
財 河

と （
規す
則る
第た
十め

、 二

規 る 十 則
定 規 九 第
の 則 号 十
整 ） 号（
備 規 の ）
を 則 施

こ が 、
と 必 再
と 要 任
し と 用
た 認 職
。 め 員

務
課
）

二 二 二 二
六 六 六 六
三 三 二 一

政 川
課 課
） ）

二 二
四 四
八 八

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



は 北
北 、 北 海
海 平 海 道 平
道 成 道 北 規 成
小 十 病 海 則 十
型 四 院 道 第 四
船 年 事 病 十 年
舶 四 業 院 号 三
の 月 条 事 月

北 海

す
北 こ 二 第 る
海 の 項 四 。
道 規 附 に 非 条
病 則 規 常 第
院 は 則 定 勤 二
事 、 す 職 号
業 公 る 員 を
条 布 短 次

道 公 報

北
北 海 北
海 道 平 海
道 北 規 成 道
居 海 則 十 居
住 道 第 四 住
施 居 九 年 施
設 住 号 三 設
管 施 月 管

第

二 一 ◇
則 公

こ 施 を 公 趣 共
の 行 制 共 旨 職
規 期 定 職 及 業
則 日 す 業 び 安
は る 安 内 定
、 こ 定 容 所

号

二
こ

こ 施 の 平
の 行 規 成
規 期 則 十
則 日 を 四
は 制 年
、 定 三

船 一 例 業 二
籍 日 の 条 十
及 と 一 例 二
び す 部 の 日
総 る を 一
ト 。 改 部
ン 正 を
数 す 改
の る 正
測 条 す
度 例 る
に 条（
関 平 例

（
例 の 時 地 の
の 日 間 方 よ
一 か 勤 公 う
部 ら 務 務 に
を 施 の 員 改
改 行 職 法 め
正 す を る（
す る 占 昭 。
る 。 め 和
条 る 二
例 職 十
の 員 五
施 で 年

理 設 二 理
規 管 十 規 規
則 理 二 則
規 日 の（

昭 則 一
和 の 部
三 一 を
十 部 改
九 を 正
年 改 す
北 正 る
海 す 規
道 る 則

公 と 所 の
布 と の 執
の し 執 務
日 た 務 時
か 。 時 間
ら 間 の
施 の 特
行 特 例
す 例 に
る に 関
こ 関 す
と す る
と る 規

公 す 月
布 る 二
の こ 十
日 と 二
か と 日
ら し
施 た
行 。
す
る 金
こ
と 曜
と

す 成 の
る 十 施
規 三 行
則 年 期
の 北 日
一 海 を 北
部 道 定 海
を 条 め 道
改 例 る 知
正 第 規 事
す 十 則
る 九 堀
規 号
則 ）

行 知 法
期 事 律
日 が 第
を 必 二
定 要 百
め と 六
る 認 十
規 め 一
則 る 号
を も ）
こ の 第
こ を 二
に 除 十
公 く 八

規 規 を
則 則 こ
第 こ

則百 に
十 公
一 北 布
号 海 す
） 道 る
の 知 。
一 事
部
を 堀
次
の

し 規 則
た 則 を
。 を 廃

廃 止
止 す
す る
る 規
こ 則
と （
と 規
す 則
る 第
た 十
め 三

し 日
た
。

を の
こ 施 達
こ 行
に 期 也
公 日

廃 北
止 公 海 公
す 共 道 平 共
る 職 公 規 成 職
。 業 共 則 十 業
安 職 第 四 安
定 業 十 年 定

布 。 条
す ） の
る 五
。 第

一

は 北
こ 、 公 海
の 廃 共 道 平
規 附 止 職 公 規 成
則 す 業 共 則 十
は 則 る 安 職 第 四
、 。 定 業 十 年

よ
う 達
に
改 也
正

地 者
公 こ 別 第 ） の
共 の 記 二 に 住
職 規 附 第 条 改 所
業 則 一 及 め 地
安 は 則 号 び る （
定 、 様 第 。 そ

、 号
こ ）
の
規

令 四 北
」 第 題 号 北 海
を 一 名 ） 海 道
条 北 を の 道 北 規「

小 の 海 次 一 小 海 則
型 見 道 の 部 型 道 第
漁 出 小 よ を 船 小 十

布
す

平 る
成 。
十
四
年

所 安 三 三 所
の 定 号 月 の
執 所 二 執
務 の 十 務
時 執 二 時
間 務 日 間
の 時 の
特 間 特
例 の 例
に 特 に
関 例 関
す に す
る 関 る

公 所 安 二 三
布 の 定 号 月
の 職 所 二
日 員 の 十
か の 職 二
ら 勤 員 日
施 務 の
行 時 勤
す 間 務
る の 時
。 特 間

例 の
に 特

所 平 式 三 の
の 成 及 条 住
職 十 び を 所
員 四 別 削 地
の 年 記 る が
勤 四 第 。 内
務 月 二 陸
時 一 号 の
間 日 様 市
の か 式 町特 ら を 村例 施 削 内に 行 る 又

船 し 型 う 次 舶 型 一
の 及 漁 に の の 船 号
総 び 船 改 よ 船 舶
ト 条 の め う 籍 の
ン 名 総 る に 及 船
数 を ト 。 改 び 籍
の 削 ン 正 総 及
測 り 数 す ト び
度 、 の る ン 総
に 同 測 。 数 ト
関 条 度 の ン
す 中 に 測 数
る 関 度 の「

三
月
二
十
二
日

規 す 規
則 る 則
規 を（

昭 則 廃
和 を 止
二 廃 す
十 止 る
四 す 北 規
年 る 海 則
北 規 道 を
海 則 知 こ
道 事 こ
規 に
則 堀 公

関 例
す に
る 関
規 す
則 る
規（

昭 則
和 を 北
二 廃 海
十 止 道
四 す 知
年 る 事
北 規
海 則 堀

関 す 。 はす る 道る 。 外規 に則
あを
る廃
者止
にす
ある
つ規
て則
はを
、こ

政 小 す に 測
令 型 る 関 度
」 船 規 す に
に 舶 則 る 関
、 の 規 す
船 則 る「

船 籍 規（
籍 及 昭 則
港 び 和 の
の 総 三 一
所 ト 十 部
在 ン 一 を
地 数 年 改
」 の 北 正

北
海 二
道 三
知 八
事

堀
第 布
百 す
一 る
号 達 。
）
は 也
、

道
規
則
第 達
百
号 也
）

そこ
のに
漁公
船布
のす
根る

。 拠

を 測 海 す
度 道 る「

漁 に 規 規
船 関 則 則
の す 第
所 る 二
有 政 十

達

也



５６

札

入開開札札交

入入入

平 保説

成 保 札札札証明付

十 金書

四 証 日場日はの場

年 、交

三 時所時金免付所

北 海

３４

平道納約海札入

契北入

項札執札

成が入条道の

行し
示市の場

年うたを幌行
所

海名借す中場

北指賃

道競物場央所

道 公 報

２

達札に

調入納契納札
入

す

す明加

を説入約入参
所者

賃及る

る書期期場

貸び日間

第

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調電 告

に達子 お 示

り年付を計 第

一３すす算

般月るる機

事賃 競 号

争日項貸

号

こ
の
規 附
則
は 則
、
公
布

月 除に

二 す関

十 るす北 平

二 成にに。る海

日 同同事道
市

４。。幌

年じじ項札

５中

月

金

区

日央

曜

告争品所区及

）３

金北

つ３日北北

示入に北び

にい条時海海

第札
、６札庁

号関て西道道
市庁

規る迅丁幌本

にす

４

す名な中舎

定指速目

停フ海区階

るをア北央

ー総３総

品止タ道北

物

北要

品求必

物要に
のさ

内り海な

等仕平平囲有
で得道資

の様成成

仕書

。合

様に年年平る総格
企

等よ５５成

る月月

土

日日４部

。１１年画
地

か月
ら
平日水

入物

札品台 告

等
称当

下名月

以の１
単

」数の

札びり

入及た

。
う）

い価

と量

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

日

６

前西

午条
目

時丁

企西企

賃れサ合条合
分

部

借いビ画６画

貸てー
いが土目会

のなス部丁

と能水室

格こ可地議

資

と課

すこ策

有。な対

を

限策

成を対

。
と
こ。

る

支

月当各

３に、

年度課

該

政

で期域

ま約地

日契庁

長振

だ延部

たを策

。間

実
を

）

、す興

し

示

堀
事
知

。道

る海

す北

施

約名所の細

契こ詳

アイ

すの入 在 関札、

に入は

者員る

イ

る捨税

落でのこ

た業札あ一と 分 額て事

加金者者る部。 の を

とかに

のと
算こ
予る課

算額で

範が

札落

提提開に入

そ号ア
額 のの札 出出げ金

札掲

也
達

期場入等

時決 る

８９

落北項契要入入

１格
書参参

海 札の１約札札

の定当作加加

道 者規月

込望

務 決にた成申希

財

７

定よりの

付はい
又な

交便め
郵認

行説

る執札

方報の
電も

に

を、書

務は明

事称地
海便話開よ

担北郵電公
号る。

す道番番する

当
組合。

る総号

織企
の画－－

名部

－ 称土

っ申税

し）あになを免

もか当たし事

たをる相

る者

額っ免す者出業

金
て税るは
落とい

当落事金、こが

価者を札。る

該札業額

だき

額格で入決たと

金

る書後しは

にとあ札定

共

円るかに速、、

１す

札に

に定
未のを記や落

る

い当 限所他及係

おに

北の費

、っ こ消

てた び

は 成幌海公税

２て 平札
市道告及

に
規、

合定地

定入 年中総にび
書 月区企め方

す札 ４央

入費

資に ３北画る消

る

載 条土札税

格記 日３部

は

則 方りの要書者

規

を

法定単否の

和た）出次

昭め価提、

予をに

て所

北価っり

年定持よ

道入定

海格
則月入

規１札の

た効参

第当有札

札
入。
るる

法よす
にと

交
合で

総所
道場

海の
北

及地

土る
部す
画付

企

び水北

地課札内 在策道

所対海
幌線
市
中－

二 央

三 区

九

で問載か札同

西
条

３
北

が業

の、わすに者企

満

、こ費共体

端入ずる消

費

がに見と税同消

数札
もの業税

あ参積。等企
の免

とすっ課体等

る加
は者１事場税

きるた税

当者で業

、は月業合事
っ申

の消たであ者

そ、

有さ 西地に

端費りあ

丁対す下

しれ ６水関以

い金 目策る
なた

税

のに 件費

者額 課条消
金 反」 た該 違等 し当 に

う 、の たい 札額 しと 入
入 財札。
は）分 務

札込

。の入申

号りな加

）限を

下価に書

以単
）す 務制。出 財のる提

」範たこ 則のしる 規限
で落 い内を。 と囲者と

６

課
策
対

水
地。

あ札 う

、書

数税のるて出

目
丁

額に約免そを

金等契か

額事構出

を係金税の提

の 規

り課の業成す

切る

効扱に 第無取５ 則、の
相 とい

っ者 。

。
各るす

す 条当

最す 第てと ）
低る

第価
の。 条



３
この意及意地

意境所庁
書政

書の保見び見域

見

上に設は策

の産全書施

環

出廃のはの、部

提業
地意類海境

棄見、種北

物

北 海

２
ず第縦縦平

く法アイウ

覧北芽清覧成 、
ゴ条の海室水の
間３

ム第場道町町期年

勝民域月

く２所十住地

ず項及
及び支生生

道 公 報

れ

帯株産河産廃安産が
廃き

棄 広式業東業定業
最棄類

物 市会廃郡廃型

物終物、

の 西社棄芽棄

マ物室処

プ

理 条テ処町処処処廃

北ッ理平理分理

第

次１
請申平申

おと平申

なの

の請成請

、お成

産り

者 業で年概年
日２住

廃あ３要月年の
月所

棄る月

物。

、 処日

号

条 北

廃第 海

１ 道

項
棄
告物

平の 示の
成規 第処
十理定
四及に
年よ 号び

三

記知活

処か見を道生

り

）

施のを載事課

理ら書

設意提の
す、便平

の見出上郵に

置をる生番成

設書
に提者活号

関出の環年
５ しす氏境

７

、る名の－月

利こ及保

日 害とび全

地課課か

び時庁活活日

策月

項政４

３域ら

第間
に
規部

活

る生で

す境ま

定環日

申

施ラ

及

等日

書曜

請課日

）設ス

び １ク施和施場

のにチ

清 丁設西設
掃 目代の

いク

に ３表設線種おッ

類関 番取置
締の－て類 す

、理金

る 号役場４処、
るく

律 杉西す属

法 所

施 山

業、

行 線産ず

令 博
康－廃ガ

代

設び

設及

施称

理日名
名

請氏

申の

可者

許表

置
書

清

下請

以申

月掃、

二に産

十関業

二す廃

日

理
律処

法物
る棄

昭施

金

設
和設

曜

関が住上

法許
年置

並見広）

係で所の帯火
東で

有るび地市ま

をき

到

る産ら３に

す。にか

す

は廃意南着

者業の条
よ

北物を丁る

、棄見３
北提

道理述う

海処記目

午及

事設る海出

知施す

８土

縦前前前び

の午午

日

の時時時曜

覧９８

場か

、午かか除

所ら分分を

間５午午。

時後ららく

５５

及時後後）

び
期分時時

間ま
で分分

のく

和 、物ス

昭 ３棄ラ

、コ 政 ７類、

年 －種ず
ン 令
第 －ク

１リ
ト ）

、ー 号

者

、及 条

３ず ７

－く 第

は

」北又

書所

請住

申の

事）

う知名

い道氏

と海

の
容
内
の堀

）
。

日

請 第申
律可

が
。 下
た 以
っ 。
あ 号

にのこ道す

う
い

と
」
法

活置。勝こ

生設と十る
規

。

環場支と

北

地定

３

海

に平 道

よ成

方 こ指北

告自 の定海

り 示治 たす道

、年 第

施 、区域一３

法 める全

準

２
でで
まま

特域般月

物定該で 植植植指当ま

キヤ理は少

の種減 物物

第

生て タバチ由、し フ

び

－陶

植植植植植

ロ器

８磁 号

オ

物物物物物物物

植植

ウルウオ

ダレシユウユ

、
は
等也

要
概達

イブソ

物物 成定分植植 平指
１

希類

生ダリ ３野種ヒキ 年少

第
）
。

月
規 北

北定 海

海に 道

道よ 告

希り 示

少、 第

野次

行 生の

競 号令 に
保争日

図に
和 を札

昭 護入
る
令 要す

政 必加
年 る参

あ者
第 が

ラ

以 め要
。 た必

号 るに

ア地る ミノン育い ナナ

さ リ限 モ局 ウツが。 ソ

ンで キララ種
る ウれ ソ

バヒ

、
り 科科科あ クン

キリプリラ

センババッ

ス

ヒウスコソソウ

ツソ

キ

オレクユ

ナミザウウ

サウウキ

リウ

ギソ

トラ

トメミクルルク

オマス

ソププ

ギ科レラッッ科

動カギ

ソウソソ

リ科

名ソシ

にウ 物ウソ 日植

キキ 種
る
す）

定名

指和

ゲゲ

ウウ

ポポ

ンン 名科

動と 号

護希
保定

の指
物り
植お

条植
る動
す生

関野
に少

を
例物

定資
下 指な

め
」 も定

令 るを
政 す格

。 るう あ。 い でた
と の

第
） 。

に
響

影
的
為
人

、
た
ま

条

科

ウ科ウウ

体
個

、
り

よ

事
知
道

海
北

名科科

科科 し
成定
平指

堀

海成
北平

年、
道
条年

二例５

四第月

〇

５
の

第ら
）か

号日
４１

水
な

険
危
が

数

の
項

１
第

５る
第す
条行

８施

也
達

の
項。



年つ

３
し下て
法 日庁資中以い

格律 小 並

平 第 企 び、は 要成 業 に受中、

十 等 平注件小当 号四

） の協 成又企該

年 は業中 同 特第三 年納等小

北 海

ベキデと道道バ日

こー
近ザ
曜 リーー。が庁イ

ンの定傍ー
日 フパタ指

常
土 イチ漏すにが

、 ァ

い記業勤
曜 機ャえる事

日 能ー

道 公 報

政約政。道平平資

契と

金

令令 締が成成本

第第 結行

のう年年は

た指３３ 条条

のの万 め名月月

に競

第

２
い

め契資役の

定資次

に
とに の のれ

もず 務格 る
る該

種 すも 要

号

必

格成に

資平者
る

１
及

格

達に資

調度な

び年要

３ 組 すいは

をお

月 品例協企 合条二

第 法 月が同業

十 で組等 １二

項 昭 日き合協

日

ら者と組 第 和 かる」同

あう又 号 年 平でい合 ７

る。は に 法 成

律掲金

１と及業 げ 第 年こ）協

曜 月。び組 る

要、録所し

５中合 協 号

い
び 有員改媒をて

及 を

ん、しる
国 す数ざ体有

の デ６、記てこ
民 るが

仕り。
祝 ー名滅録おと

に エ上及様、

日 タ以失
あき納の

関 ンでびでそ
が業

る リる損品事

す ト

律 機と防可所

法 ーこを

円
に 第第以 必争日日 ４４
な札直お １２上 要入の

にのあ 同に前い 項項で

す納引 規規る 意関のて

にと 得る期き 定定こ を

まき るよ。 て指限続 す

年 競
るをで２ 者り

い名

者停の
税上 成入
は止道以 未争

る
す

。約格類件当

含さ

平ス医医こ

ム格扶。

療 成テ資療と

扶
分 ３デと分

助 年の」助

タうシ

析 月ーい析

シ
テ に力）テ

ス 日入。ス

るて、

ム 一業ム

結め

の締定

務がに

役道
とと

うの
よも

類しる

種

当
る、

すし

）

に該

日

３

ま企、 組 第

日小が 業

以団の 条

で業次 合

ののず 下 規

外体い 以 に

日組れ 定

、にに 業 る

で織か 協 す

のす当 合 小

道関該 組 中

定法る と 業

指るす 」 企

器。止能に

す律と い 等

和 ４るあ力

昭 をすで入

台たる用

法 上のとロ年 以めこプ
ム第 し全ラ律 有安。グ

て対

い策を
でに

こ置成）

る措作号

をそ 年札

。講き規

とを

の 、
れて滞の 者へ
まれ

いなし業 参 被
ない納事

い営 佐を
。いてを 保加

又除
でとなん 人排

）こ

れ
いこい はさ
な。いで

い
と。こ 補て
ことる 被

務の

で者

。 人る
。と 助

ー 争託ー デ 競委デ の 般
の力 入 札約入 タ 入契タ

に

を委 務

告務 業 公業 力

扶資

療る

医す

う関

行託

約り
契よ

るに
め約

定契

知るを

道係達

海に調

北

争務

堀競役
般る

事一す

るき う 協

札種
入の

に和、 組）

日昭は 。 同

に２ 来合

北 ７

海
道 約資資

告 に有資格格

示 効 係格のを

第

一、失す 期 るは喪有

間

る

てスす

じる定
般１る

６

るパ休

いー

格再再し格資資

ウ成資
有の 申格 を企申たの格

し請効有 請の 有業請申

で

る合よ書期効 有 す組

５

、こ

てい

っな

あ

中

格再次行

イ資をアイ

いこ格小 申 審 提のう資
業 の 先ずとを企 請 査 出

分
助格

のれが有

４
シ下

析以

い審提

て格申申

め資ア

のの先 との

出 る査請請

也加、
参は

達に類
き申

す
及

の

企業

掲済小協

に経中び

資局等合

る業業組

げ産

の号

が 更
競の者

め規

札定に

入新に２

争
決約る

札契す

落る定

の

件

日る要

の係格

定に資

類間期 効 の

でのに

まも

はとを及間 期 方 者又う

、

あ協法す提び間は

で
組者し該資

る業る出当
け間を

の合はな期格

も

す

限あ４れの有

にで、
な新る

るるのば更
続認

）格のら手と

。資

の

変有請いめ

をを申な

る協 申事 所かです等 再

地請由該る者同

在にき

電る該

す当合

当。の組

北
道番で格業

海話者資企

幌き係合

札号引に組

続るを 市

資業く

中－き営除

央

期法称

の名 時方 。請の

び資け資先け北

及
期
時

指ば道

方格れ格のれ海

査な査示な保

法審ば審
申よな福

のらのにら健
。部

請い請りい祉

申な

同あ

格長協に

は。は作

はう合て

件行組っ

要が
３設

適公第、

、官法は

な格第の

し適条立

用需
に資

。合号に

い組４際

すあ当

とで該

証掲格

の

、こ

めい

。たな

るるし

効と

有と

二 期な

四 間っ

一

。た

はは

新き

更と

のた

者のの

しる類旨

更す書

が

のそ出知

もで提通

た

当た

成、っ

構にあ

の先

更出ら

変提か

を該日

員

格を。

たのの

し先１

北を相） － 区

得続で ３

よ、あ

６と併資 内 西う合る

条

るはを

丁す又格 線
目

の渡す

－も譲有

はにる

保

格承そ

資りで

、よ者

にた課

平次し護

、、成
掲申

成

を

月申類

３る書

年げ請
請

る

らのす

か類出

日書提
提

有

明げを

ま先と

日出こ

組者

す業る

有企す

をる
きあ

と合で

る

の
下も

。以る

、、

合員
組成
業構

企が

。う

い失

なを

わ格

行資
。

る

よめ

に定

の示に

も指

成

査し構

審継の

作契

り 申
再者員

のた 当り

の、よ

でにに

請資 な出な

し提わ

に該行

間

。を
う数

い半
と過

」の
）占



１入

７８９

札の約

郵郵落北項札契

海 交便便

定効作

道 等及者規有書

電決にな成

財 付にびの
規 方る報定よ入の

務 よ

定に否

則 入に方り札要

法札よ法

北 海

５６

札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説
、交

証 日場日はの場

金

時所時金免付所

道 公 報

２３４

る
約海札入

入平資契北入

にを条道執

成 納札格

幌の

年 入参有項札行札

する示市場場

北 加すを

及所

道 るこす中所

海 場
所者と場央

第

１

数調達

札調調契

入アイ

達療量達を約

に達調医

る期

すすを扶予す

付を
役る分数役

るるす助定

項務役析量務間

事

号

と成
の平

次
平お
成り年
十一３
四般月

年競

三争日

予。

和 入たる

昭 るめ限

札

北 場認価を

年 のは定）

道 でなた

海 所め格し

則 付。価を

規 交い単者

るの札

第 す）落

関
除に

。限と

号 。制者

るす北

す

道

海成にに。る海

北平
同同事 道
４。。幌

庁年じじ項札

が日央

ん８中

れ月市

赤

び

告

１前３

舎午北

庁区

北

第 必北日

示 に。所区

北要３時

海な条海

札格６札 に 道資西道 号

中 す

市目市 定

幌丁幌 規
療

区海区 医

央北央 る

中

務シの

３保３ 扶

北道北

様契

名のス仕

の
称名テ

等約 及称ム

の びの

日 数デ

入か 量ー
力明成

入説平

タ字札ら

業書

のよ３

務に年

月入

二札

十
二以

日下
」

札
入

金

い
と

曜

囲。

下範る

以のす

。
う

」の 則低 規最 務で 財内
う

い格 と価

条

） ）価 。単

階
議

会目

号丁

５６

第時西

助

部
祉
福
健
保
道
海

室北

祉６ 析

西福西 分

条健条

テ

目保目 ス

丁部丁 シ

６
保ー

道デ

海の

北課 ム

護

る月
部業

祉力

福入

健タ

数
字。

１
る
係
に

力で

入ま

の日

り
た
当
字
文

日

。道

る海

す北

施
実

を
）

を 第

堀
事
知

も

めそに

南定覧
第て
っ 条

す成

地区たの供平

土地
改ほ。関

良場係る

備類３

法整書。年

課
護
保

は月

北 知

海

北

土安

道

海

土平 道地

告 地成 告改

示 改 示良

第 良年 第

区３

法

す

課関

護に

保務

の月

の細

算契ここ詳

加アイ

たに公入は

し約名所の

すのの入 在 合関告札、

価
単
の

計

に入入こ入入わな

号問
、、

掲札札の札札ずお

額に消消

げ書は場金書

数にに記費費

るの、合

也
達

入記昭

時 のの
札

開

要そ

和担、

い北日

狩

律成石

法育道

年手海

］支

第型

庁

整え 第
画備 ）

区に 号
理置

昭

、い 条
号 定 号和
款日

認
第を

律更
法変

年の
可

。 第
た ）

し 号

地容行説

金る内執札

条

、書

に務はは明

額事称
担北郵電定公に

１を予

る

未当海便話で開よ

円

りる。

満す道番番あす

端組健、。

のる保号号
変 数織福

す

がの祉－－更

あ名部

る － る称保

等等

札載字お係載税税

消る抜相

及方のいるす

力、費金き当

び法入て

格は

のに単税額価額

こ

はび、相、

公係価及は

該

に１、地消当当

告る
数消税代

定文小方費額

め字

に価の

る当点費等単金

札り下係）請

入た以税

定
規

の
２

、
て

い 他
お

に

、 １
農て 第 を

格
資

る
す

規
用成 の
用平 項
業

排

月海 よ
）３北 に
水年 定

道 り
）
事

ら 営
のか事 道
業日知 、

堀 土
土
地

に
定

規
の

項
２

第

改日 地

成

事 平

知 、

道 り

海 よ

北
堀

と及護こ

年

と きび課北

も

札り 内 、在道有

は所海

る

の幌得 線 そ地
端市

数中－。

金央

捨西

り条

切３

を北

額区

課すの

にの第以ると求

す価位税る時

関単３下
業と加

るでま消事こに

載記税者。算

条記で費
」ある

にす載等です

件

と

反こるとるこ

違るす
。とう免。

しとこいか

入。。税

た
し

有
はの業費

札）事消

た
し

の
者

い
な

二入 四札 二

達

事、 良
良間 改

務
財

、

業一

津を縦

画の也 篠
計般 中

月
３

達 。目

る丁

て６

倶

也 、
日

無扱で等

、取者税
。
）

すか額

とる当

効いあ相 第
則

規
。
るをを 各

条



北 項備

海 土に］

道 地よ平

告 改り農成

平 示 良、道

成 第 法平）年

十 成）３

四 事月 昭

年 号 和年業

三 ３の日

北 海

海
北

事豊大

道 平業

告 成主頃樹

示 体

第

３
年名町町

月

号 地育芽

日

道 公 報

項適 北

土の当そ 海

規との

斜生

道

定決関 里地
告

に定係 東改
示

よし書

良
第

りた類

法 部田

昭、。は

次、 号

地、免の平

和 畑道農

第

名北宇正

区願
地大下旭

用地用

事土区土用土用

地画地

号

北

次そ 海

のの平 道

地関成 告

区係 示

に書年 第

つ類３

いは月

て、 号

、平日

月 年月土

二 地 法

十 律日改

二 第、良

日 標事
茶業

行計 第
の更 ）
町変 号

金 う画

の
土の 条

曜

名多武

区素

改更 ３
地変

備農

整、

盤水

事基同排

進）

業促道

基

年 帯区農土成

法 総画道地

理備良３

律 合整整改年

備、事月

第 整
暗業

いょ土か ）

担きの日 号

手、地ら 第

育土改

型改事間 の

成層良日 条

整改排改排
］良業、 ３

、総、

良理良水良水

改
業
合暗合暗合暗

総、総
備ょ備ょ

整き整き整き

）））

備ょ

の手手手

いいい

担担担

成

型型型

成成成

育育育

道
営

改月
地３

土年
良

のら
業か

事日
土

第

良、
改間

地日

日

同 ５
良に

第た北 お
和し に
多意 項

区知 準
地道 て
２。海 い

備 同
整堀 る
盤 す
基事 用

種
］

備
整

の盤

進 第
促 法

北

用

知）用

道道業

海農農

第

覧道
海
縦北同

堀
事類

）計一
縦 に

業のの 項

農画般 ５

排のに い

用更覧 お

用変

る 用

、議す 準

水協供 て

北て 同
い る
つ。 す

農に

］

道道査 第

海海審 法

北

］］

用整整

業画画

種農区区
農

道排、、

海用理理

北

同

堀
事類、業業

知水農

事一

覧道道

海海

縦北北

画に
計覧

更縦
変の

業般
。
た。
める
定す
を供

達
同同同

１整
盤也 第
基 条 勝

達十

同同同同同

同同 同同同同同

所庁

也支
場

８

同同同同同同同

同同

支果 第

走振結 条

網胆の

同同同同同

庁庁１、

支

知川

達空上

同同同同同

同同同

所庁庁

也支支

場

同

類病

種ネ

のー

病ヨ同

畜平畜

家家
種牛同同同

染

伝成伝

染

同同同

次月家 が３
病年

紋足登

１３１２１

同同 同
別寒線別寄別

紋阿基

１２１１

同同同同同同

広３広同足登江

１２１

同同

塩尾尾寄別別

天２ 天の

１４６４２

同同同
中天の天番 野

同

類

付川塩１塩地塩１

別畜

似の
疑畜患同同同

天勇

数１３１４１ 頭
患

川東地塩払

野２上河番

畜

付

の の
し

生・

発畜

り患

お
と日

市郡市

発
生 。発 た

郡郡

足青

滑寄葉

湧阿線

別寒
町町番町町町

字字地元常
地

西ニ西盤番

芭ニ

番２ 番 露シ

二 ベ地 地四 ツの 番の三

郡郡郡市市

野 地３ 原２

寄葉山

幌大大足青角

郡
延樹樹

町町町町町
番 字字字字螺
地地 開生萠相湾番

進花和川

２ 番

地地地地の 番番番番地

天

郡郡郡郡の郡

のの７

海別塩塩塩

別幕天天１

上字字字字

町町町町町

連内ブヌブ

風糠ウオウ

シプシ

ナ

番番イ

番 地地番

地 の地

別上士豊早

郡郡郡郡郡

町町町町町

海川幌富来

西菊上有緑

中字字字字

別水音明丘

更
西

番番番
地 線 地地 事
知

道場
海

北
の

生

の９

同同同同同

堀
所

同同同同同同同 同同同同同

成
平同同同同

日
也月

年 達
生

発



縦平

漁次そて水恵

をい

町 法よ関覧成

山 港のの

字 う係に

改面す３

豊 昭に図供年

めはる月浦 和
年る、。

番 。北日

北 海

第
示

告
道

海
北

号

道 公 報

）
区

地
別

群

第

名地 成の益 平港浜 漁浜
区

所浜益浜

月
３） 年称益

日益村益

号

定 北

漁し 海

、 道

平
港
告法

平成 示
成第昭
十和年
四４
年月 号年

三

水

北 第道

１ 律海

法 １

東

産

置 部 第設 務 ）に 林 号角
た ５

漁れ 第

港 条さ

漁 ６

点に

、域柱 の

課標 項

村

点 同設

）かよ

点大さにらり 度 ロ村置

引ニ囲 ）字れ

たにれ

に群たメい点ま

村柱ト線引た

引別標ー

た３ルい海

い

浜角か
線番ハのロた面

点ーたにま 置

とト線引れ益にら 度 さ
れしルいた村設

、のロた海大置

ハ地線線面字さ メ度 た
標ー点点）及群れ

か、び別たメ ト 柱

らニロ陸村標ー ル

柱ト の 原点点岸

地浜字
郡大村 在

点村 水浜置

）大

れ 区村に字 度 さ 益

引浜 た 大
柱 浜ーた村 標 字メい益

村ル番

益ト線１

イ ３のイ

法

月律日

二第か

十ら

二施 号 日

第
条
。 ６

る 第
す ）行

金

項
２

曜

よ

道陸水 に

海 定

北 規

の

支海欄 、

島北の り

渡域
定 種

及知規 ２

庁道に 第
漁

山堀る 澗

恵す 大

び事

線線

場、 の

役線 港

町イ

１点地

角か、陸

イ南）点）び

線

定たた

、
）にらニロ岸

に度点
）す及地 メ引にるび域

際 ー トた引ハ水 メ ーい
の、たか線 ト ル線い点
、ヘよ の 地ホ線らに ル

）かに番ル 地 点

点

にらよ９イの 点 ）度
引ニり北点地 を か

に

らハメい点囲西）点

た域欄

度点定たれ水同
規 ）す線

にる及地のに

ーす 引ハび域欄規 メ定

際規す トる い点水に定
点 線ら線定る ルイ たか

線北 点

か 、ヘにすロ の

点）角 ）
番地

に、に か

域設らロ同設
に

海
北
道陸水同に

定 事のにメ引 規 知域欄

堀に定トた す 欄規ーい

定るの イ、 規すル線 る

規

か点 すロ地 点ホ
日

港
漁

種
２

第
、
り

よ
に

定

備欄 域

に達同 区

の
次

を

事１

欄置域規

え也に の

北

過を 海

疎次平路 道

地の成 告

域と 示線 自お年 第

立り３

か同点り 地 点

促開月名

欄に囲 点
に引ま ホら
ヘ規いれ 点

指

）

北

漁定 海

を平

トルニ

道

取成

ル港 の点

告 の法 地に

り 示 地点引

消年 第 点昭 い

を和 ニたし３

同点よる線 地

点線、月

欄にりイ、 点ら

に引囲線同
引設

い
ヘ規いま、欄度

て水猿し
点たさ

払 縦平原、い置

１線れ

村イ 覧成

浜点 に

鬼か 供年）た

ら線柱

志ら す３かイ標

らか 達る線点

る月

ら 域イ、ホ 也線同点 域、欄度
の

）

北

漁欄そ 海

をの

設の地に

道

次関

港 置地点引

告法 さ点い

の係 示 れをホた

よ図 第

点）及う面

昭 たニ点線

和 標

指
に

う
よ

柱とにびには

引地

点た
イい点

か点

）線ハ
線に

らイ）

進始 号

町

措。沼

別る長

特す日

長

法道

置

道

成新

平沼

律
法

年線

ハ

平 号 点年 ）及

と法 にび成日

し律 引陸
たに４

、第 い岸年

ハ
線よ月

かり１ 号 点
線まか 第 らロ囲日 ）
６

、た施 条 度）れら
第 ロ海行

点面す メ５

別

） 度 。

、原 日度同点 番村２ メ
ー

ル 角ー鬼か ト 南メ浜）

の にト志ら

ル別
地 設

度 の
点 置地
さ点番

を１ ロ れ分

点 たイ西

改、 号年 し引陸
にる海

法 原、い岸め北

）点線よ。道

律 点ニた

かかり水

第

ららロ囲産

線ま林 号 ２

）れ務 ）

、た部 第 度 度

ホ海漁 ６ 分
メ点面港 条

ートら村 ５

メーか漁 第

）引
、い 度
ロた

ル
ら同 ト
か、 ー

点線 メ

町
字 の

大 地度
澗 点
メ

第

ト北 点
ー番 ロ

第
）
号

の事

項知

１道

第海

条北

。 の

かる ー項

に
定堀

規

海 、

北 り
よ

に
定

規

トら

つ

堀 に
港

事 漁

知 別

道 登

柱とににー

点角メ ） 標
域すハま

陸水定ら囲

域
海欄ロにた

北のる点れ

知規、い域

道に線引地

るに及

す欄線

事定同た

の

トルハ課 項

イ規び

堀

道 に

海 定

北 規

ルの点、
及 ２

庁 第

支 、

谷 り

宗 よ

角 ）

村 志

払 鬼

猿 浜

び 種

す同水

定らび

にのに
ル

ロに線

る欄際

二線規に

四、定よ

四

れ

にニま

欄る囲

同すり

工
の也

道
町達

る
よ

規点

定水

の

也 そ
、

達 は
て

い

イに

達同る線

、す際

線 別

域規かり

也に点よ

欄

置
え 区

備 の

に 港

場 漁

役

るい域

す引地

定にた

域 か及
点線
イた



小深

平 藤川

成
十 沼雨四
年

田竜三

北 海

沼
狩

川 石
布

達旭

車別

停
田

道 公 報

１２

平 のの

工路路
道道路赤

名 種線滝 類線 の種路

事

道区川

類、

第

工１ 北

過事 海

疎を平 道

地次成路工 告

域の 示

自と年事 第

立お３線
区 促り月

名間 進完 号

特了日

号

開 事事事

工工工

２３４

間類日
の 種 区始 の

月
二 線線

十
二
日

郡郡

竜竜竜竜

雨雨雨雨

父父背背

秩秩妹妹

郡郡

金

町町町町

別別牛牛

曜

線

場

秩秩妹妹

字字字字

竜竜川川

赤雨雨旭旭

線
沼沼神神

市郡郡市市

平

町町町町

赤田田居居

字

字字西豊

平

幌幌丘里 番新新

築び

夕改及名線

道域

１

沼場平

長覧区赤

郡縦

張

字

町所市
赤
平 番
地

措る長夕

別す

ま１

先番

道長

法町郡

置。沼張

成沼町

平長沼
新

法線番 年道
先 第地 律

か

張張築成

夕夕改平

郡郡
町町月

沼沼３

長長年
日 番 番

で らま か先 先地 地

日

別別牛牛

父父背背
番番 番番９
地地

かまかま 先先先先 地地
らでらで

番番 地
ま１１地地

先番番２１
で

先先かま

で地地先先

まら

で地

ら
か
）
地
敷
川
河で

第
）ら 号

ら
か

先

の事

項知

１道

第海

条北

後前後前

る
よ
に
定堀

規

後前後前

週前別

２更の前

変後
間

敷

、成
間平
一

地 般年
の３の

更

の
道也

町
市達

縦月

北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法 工工

示 事事

図 第

和 了面 の昭 完

２

のは 種 の区 了線 完事 事
工路工

らで

かまかまかまかま

らでらでらで で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

か 幅 覧
る延

す
供
に日員ら

。

道
国

長

、 号

改平道

律海

法北

年 類日

笠築成建

第 三

設 市

路 第

内３道 ） 幌年部 号

１月

整 丁

課 第

目日備 条

及 １

成笠笠

平三三

日名間
番

市市
山

月園青

３美松

年道唐
幌

日内町
線
番

二
四
五

区
複

重
の

と
等

同同同同

道
海

事縦北

知
道
海間

北

規 地次 の ９び 項

覧札

堀

場 よ で覧 に ま縦 定 先の
置 の

え 路

備 道

に 、

所 り

ら
か

先
地

、 を

て 域

い 区

所所

也業
現

達場木
土
幌

か り

日 お

の と

示 の

告 次
変ら



更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

和面間３

昭

は、月

、一 号年

北般日

北 海

霧
別

遠
上

道 公 報

塩鉱

内天炭

明別

岩有築

車車 爺

停停

明別 洞有築

第

美
婦

塚
野

号

平別

成
十赤 四
年

平 三

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

交

留苫線苫線苫線

線
立

北点点点

前前前 萌交交

羽羽羽 部）））

郡郡郡

ららら

幌幌幌 森かかか

字字 管苫苫苫

町町町 林

郡郡

曙曙曙 理前前前

字

署郡

虻虻苫苫苫

線線線

場場
郡 郡郡郡郡

前 田田前前

幌 セセ山山

羽 ニニ初初

字 町町村村

町 ココ別別

ニニ明明

曙 字字有有

積積
線

丹

常積積

市郡郡

別丹丹
大大

町町町

磐丹
字字

１日入 番
月
二線

十
二
日

磐
常

市
別

金町

曜

川 よ

旭 に

道 定

海 規 １
番

路

現道 道

木海 、

土北 り

備堀 域

に 区

所事 の

業知

羽羽羽

い の

置 次

え を

幌幌幌 番番番

地地地

林町町町 １１２

曙曙曙 先先先

班字字字

ロ
小

道道道
１１ 地道道道 番番番 班

別別 地地地 先築築築 １

ま で炭炭炭 先先先 ま別

築築 ででで 鉱鉱鉱 まま

別別別

築

セセ

番 ココ

番番地

地地先

かまら ６地先先か 番番

郡 で

前 先まらで苫 地先

曙 ）字 地町 敷幌 川羽 河

先町町 地司舸
番 ま

らま
か先

先地
地１

で番
で

日

り

、 お

て達 と

ら
か

先
地

路道区

１２３

変示
告也

名域

種区

の線の

路路

道

場場場

車車車

停停停

類

後前後後 前後前後前
林

有 ら国 か

前後前後後 後

場
車

停間

別
愛
道布
道比

まかま

前別
更の

線変後

らでらで

まかまかまか

でらでらで
道線道線

道場道場道場

まかまかまかまか

道線

らでらでらでらでら

か
で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら らでら

かまか

重築重

長
延

員
幅

の
地

敷

炭

別複別複別複

築重築

炭炭

築築築 ＝＝＝ 鉱鉱鉱
別 別 別

停 停 停

車 車

海
北

留
道

海

同北同同
車

小
道

二
四
六

区 等
複 道

国重

札
道

海
北

樽

所
業

現
木

土
萌

の間
と 業

現
木

土
幌

所
業
現

木
土

所



成
平道道

路道道

平 江美

成 別 年唄

十 ３線達

四 月布 奈

年 岩 井

三 日見

北 海

の 北

道そ日 海

路のか 道

法関ら

郡林そ

告

係２

中管小

示 川理班

昭図週 第

字名先和面間

町署地

は、 安寄ま

年、一 号

上務法北般

川事で

道 公 報

平道路道区天地

１２３

の線の郡

成路路塩先

類名域別川

年種区遠河
字地

月町敷

３
日道遠清）

第

更の 北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路
告

係２

法
示

図週 第

和面間

昭

は、
、一 号

北般

年

号

郡上
川ら先

上か地
地

町比敷

布郡川

比川河
布

江 町）

月 沢

二 名線線

十
二
日

沢

知知見見

供空空岩岩
西西

北北市市 用郡郡沢

村村

金

中中町町 開字字川川

曜 央央
番番 始

第道縦

川所律海の

北

建覧 部林

設に
る 第道す ）部供 号 森班

路
整。

び 項及 ２課 第備 条 前後

の北 規

ら

道別川か

中

中 川

別
更の前

変後

線間番川

敷
前

地

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

後整。
び 項

及 １

課 第

備 条

北 の

ま 番

で ２
前後

先１
番 地

日 地２

の先地 番番
か先 地

まで 区 北か先らま 先地

供平同

事
知間
道で

海ら
用成

堀
開

海

始

定道

らで幌 よ かまかま札 に
現 次木 、土 り らで

の業 道所 路に の備
い を置 用え 供

の

海
北

員らで
かま 幅

道延

知
事

海 規

国重

堀長

道 定

土 り

らで萌 よ

かま留 に

現 道

木 、

業 路

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

らでらで

かまかま

達の
期

更

也日
北

道しそ 海

、の 道

同関

路
告

条係

法
示

第図 第

和２面

昭

示 る告 す、 始て 開

項は

路道区夕か地

１２３

。

の線のま

張ら 路路先

道
類名域

長張 種区で

郡夕

間

也と区
等複

達道

沼郡

更の

の

北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

和２面間３

昭

告 り

、 お

て と

項は、月

平道

道そえ路道

備

変示
遠

法関い成

路の置

線 係て

和面告３中

昭図、年別

は示月川

海
北

道

道 道

示
告

岩

第 見
沢

の、 号

第に道

律定海

法規北

年
よ建
り設

の路 第
路道 ）道部 号

後供整

長

開及 １
を課 第

用備 条

沼
町

道夕
道張番町

長

前

変後

線間先５

沼地番

前別
更の

の、一 号年

縦

律定海の

法規北般日

川まよ建覧

第 上先に道

北でり設に

森成道す ） 部平部供 号

路る 第 林
管年整。

及 １

署月課 第

理３備 条

名

名線 年、の

供天務

律海か

法北日日

建２塩

第道ら

所

設週郡 号部間遠

一町イ 第道、別番 ）用

路
整般字小

縦川地 第備の清 開班 条
項、覧留先 ２課

停号

市
沢沢

見見
岩岩

線
場

車

始び 項

町西
明条

有１
市

す北 の
る海 規
。道 定

土 り

らで川 よ

かま旭 に

木 、

二 現 道

四 業 路

七 所 の

に 区

備 域

敷

え を

地
の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

事に北 の

寄日び 項

堀長

札 に

所路道 定

務道海 規
の

木 、

班用土 り

林供幌 よ

班始業 路

小開現 道

そを
。備 域

るに 区

地す所 の

北ら の北に始萌か

え を

森川 定道す部中 規海供

中 よ萌。林郡 にの 留る

町 区 、木北理川 り土管
安 の業道遠字 次現海署

路及事間事川 道所知別

供旭堀 のび

５
番目
１丁

南４

川供平

で
ま

ら先
か地

先２
地番

り

、 お

て と

い の

置 次

同

区 等
複 達道

国重

変示
告

て と

い の

置 次

の間

也と

変示
告 り

、 お

を土用成時 用
木開 開
始現達始

業の す所也期

。に日 る



等
地量

敷数
川び

廃及
４

類
種

の

北 海

川年川

河廃た廃

１２３

等等 の地日地

敷月敷 川
称じ置

生位

名がの

道 公 報

北

河条そ 海

川のの平 道

区規関成 告

域定係 示

のに図年 第

廃よ面３

止りは月

に、、 号

よ次北日

第

道路道区士先番

１２３
線の市ら地

路路別か３

域根別ま

種区温士先

の

根
町温

別市で

類名
道雨

号

ら成
か平

日
の

平２
成週年
十間３
四、月

年一

三般日

公

地
土

番
番地
地先
、か
ら

級成岸岸

一平左右

番番

河

知３知、

川年空番空地

石３
狩月郡地郡

上先上 川

良ら良地

水日富か富番
野、

系
ベ野

ベ町番町

川

川お旭

廃と道

りの海
す現

等示木

地告土

敷り
たに

じ。所

後生る業

が
でえ

の備

、置

別 道竜
旭番町

川１

線間地

敷
前別

更の前前

変後
地

月の

二縦

十覧

二に

日

。
る

す
供

金

曜

地
先

、地

表 ま
地、

番で
、
番

、び
地及
番地

番 ル

地番 イ

地ま地先 ３ 川先３地 番
か 海から 先 北で先か

道ら
番 ら 知

番２ 事

地 番
先まで

地先ま

堀２地先

河い

まで、

川て

でらで施覧

まかま法縦
す

令供

行に

昭る

和。

年
第
令
政

の
延

員らでら

かまか 幅
国重

長

日

堀
事
知
道
海
北

、
地地
番番

税
費
消金
方算
地清

２

達で、

及

番 也び

番地

税
款
道

１

、

３４１

第第第第

第
）
号

２
越務方

繰条債条地条表

担務の方

明繰負債債地
正の

費明行負補債

許越

間
と区
等複
道

の許為担

平１のの

第２

の
入額入額

成歳条総歳金

入歳出、

年歳歳を歳は

北予歳入予

度出

あ
で

也
達

海算出歳算第

。成

成る平

平
年

１

回月

１３

第年

４６
動動 ル方

不ゴ自軽核地
税 場引費 産車 フ燃消 油

算 用 得得取清 利料 取取

税税税税税金

消 歳項

方

道事地

１２３

補

歳歳税税税
費 入

民業

出

補為加

補費の行）追

正

）変び

）追正の及

正の
変、は

びは更

及更変

加
更、

は第
表４

、３第

予出の１

２務地

第債表

正歳

一補算そ補表

道の
）総ぞの入

平般正のれ

計額れ款歳

成会

項出 年補か

の予 度正ら

区算 北予歳

分補 海算入

及正 道歳

び」 一第出

当に

円 会号れ該よ 千 般９そ

北
議
で

会
例

定
会
議
道
海日

経
を

決

予

前

算入の

補額

正補
正

額

正

越行補

繰担債

表負方

」よ

費正に

許補」

明為
。

にる

」よ。

正にる

補

。 と 計）ぞ区る

。
る
よ

ご す 補はれ分
る 正、

と 。 予次

の 算に

金 定

額 北第め

道号と円び

海９る千並
正

事ろ減補

知）こをに

た

る、の

堀よし後

に額

成
平

正
補

度
年

二予

四算

八

は
領

要
の

単
位
計
千
円
）

出出

達歳歳

入入

。歳歳

お
と
の

次
、

算算

也予予

り



寄繰繰

平 附入越

成
十 金金金

四
年 １１２１

三

北 海

９

２

金入

出収 支産 庫
国財

３１２３１

道 公 報

担担用数

分負使手

７８

１２

びび

及及

金金料料

１２

第

方通特

付地交策金

５６

税対付

付全交

交安別

金
１１１

号

与例

譲特

方方

地地

３４

１３

税交

月 寄特基繰

二

金 別

十 会二 附計繰越日

金金金金

入入 繰

金

曜

庫庫産産

証国国委財財

助 収用払

負補託

運売 紙
入金金金入入

収収 担

料料

担担用数

分負使手

金金

安金 方 方通付

地地交交
特 付付策 交対 例交全 特
金税別

譲料 路燃 道機
方空

地航
税税

与 与
譲

日

費
画
企
合
総

３

費費

会務

款
議総

１２

入 債

歳

道

１２３４５

入
収

諸

域済 合造

監総構政地経

推

委画革策振企

企改 査

費費費費

理進 員興画 管

費費

３４５６７８９

土幌

徴学防領会札選人

帰管科挙
委 復医 事計事

学会 務理 対大員

税宗災

費費費費費費費費

策

交

項

務際

議総国

１１２

補

歳費費費
理流

会管

受収雑道

３４５６１

正

業計 金
事事

付託益

合 貸
入入入入債

収収 収
業

金 金料
滞過
延び預

１２

及子

金
算利 加

、

二
四
九

前

出の
額
補

正
額

単
位
計
千
円
）



２３４５６７８

北 海

費
済

経
６

８９

道 公 報

４５６７

費
祉

福
健

保
５

１２３

第

２３４５６７８

号

境
環

４

平生
成活
十費
四
年６１
三

業 源
資産経貿雇労職企

経能立 エ業営用政 易業
推 ル振金済対福力地 ネ

流発進 興融策祉 ギ交開

費費費費費費費費

ー

害

齢害

地高介障児保災

家護救 保保

者者 域護童

祉険庭助 福福

健健 福保

費費費費費費費

祉祉

品 健民
保国地保地食薬

医予保衛務

福健域健域

理険療防健生 管保
祉康

費費費費費費費

少通

環環廃自文生青交
全

物年安 境境然化活 棄

興興対 対対

政保環振振
費費費費

策 策策 策全境

費費費費

月交環

二

通境

十生 二企活 日

費費
理 画管

金

曜

日

費
設

建
９

費
務
林
産
水

８

１２３４５６

費
政

農
７

築 路 産
林建道河空砂建

川港海指 試橋 業設港防

う 理湾岸導 研ょ 験管り

費費費費費費費

究

４５６７９
業

産

栽漁漁資森林治水

計振山試
業 培港業源林

理理画興研
験 振漁管管

費費費費費費費
究

興村

１２３
費

画産 産

農酪農農水企水

企試務調経

林 産農業業

理 芸産画験整営 管

園畜
費費費費費費費

構農費

１２３４５６８

業造 地業業

農農農土農

経良良改村 改改農 政地
理整済善備 指普整 管調
費費費費費費業

事 導及

費
会 策

員
対
委

炭働
石労

費

二
五
〇



建
９

平
成
十
四 設

年
三

北 海

政林
産

農水

７８

道 公 報

７

福

款

健

表保

２
第５

第

１１２３４５６

費
育

教

号

７８９
費

察
警

月
二
十 費

二
日

栽漁森建

４５９１

金 培港林設

曜

１８１

費費
務

振漁計管 務

村林

政農

産 業
農農水 保

育１

教

費 会
社祉

管整

項福
健

費

祉

等殊校

警教小中高特学

校

管総学学教

学学 察育

費費費費

理務校校育 校

費費費

境
水

宅環
下

市園

住都公

費費費
道

日

公補

費費費費

興村画理
共助 漁産港

岸
沿費水漁

振盤岸 村事事

漁基海

業

公

費費費

業理

理事

管 備

共 用道 村

公土農農農農

事改防事

地等 総

共地地
合

管
理
費 繰

事社

越会

補福
施

祉

事 備全 造
構整保業業 興

業 策務務 対

事事 善
改事

造整

業費費―費費

事

業

事事 備

成備

業良災整業
業 務業業務

事 事事

事事
費費費費費費費―

業 業

明

業設
整
備
事 許

出

金

費 歳

名費
業

正

費金
出 債支

公諸

費
旧
復
害
災

―
港林

岸
沿費水漁森公補

事

漁基海保

業共助 漁産
盤岸全 村事

―

道 村

公土農農農農公補
事

地等 総

共地地共助 用

２

合 事改防事

補前

合 諸

額

計正

祉

補福

費会
事社

水復土費公繰

２３１１

債出 業設

林費施

産旧木

害旧費金

災復

設害

施災

開費 健

地旧

保農復

８１

興
振

費害
災

育設
施 体発

備全備 造
構整保整業業

務務 対

事事事 善
改事事

業業業 策

二 事

五 業費費費費費

一

成備

業良災整業業

造整

務

事 事事

事事事事事 備
費費費

業 業業 務業業務

施
費費費費費

業設
整
備
事
業

正
名費

金

単
位
後
千
円
）額



北 海

３成和

第事平昭

表

畜地

家有

大公

度度

年年

営拡

経の

道 公 報

復
害

災

第 号

平
成
十
四
年
三

の土

金う

資伴

持に

維大

う取

伴行

に先

通の

融地 ２３

費
旧

補関

費に

道得

園林

木 産

都公水土

８９ ５

環設災

下施設

業 市施

川海
防

河砂

３
月
二
十
二
日

路
道

２

金

橋 曜

負

す務

関債

にる

助す

り

務担
負為

務行

債担 債る

復 境復 害

害 水災

負

為
行 木

都土

費費費費

旧旧

道

統ダ

費費
岸

画害

計災

市

河
ム 規市地合

河小都低
策川建

模小 川対

日

路凍

路路

道道道

費
う

ょ

成
平

通雪

交

担項

で
ま
度
年

行成成和

期平平昭

かまか

度度度

補年年年

事

路旧

街復

間らでら 為

――費―――費

業業

事

川備

川川

改河整設

河河

業 修修業

修事事 改改

事

害
費費費費費費――

業 業 設

事 施築
止 全

防

安改

う管て取分借い

費費費

費、係資

用理得に入て

取及管る金

地

理経年に 得び

、費６係 費造

造に％る 、成

い内子

補費千成つ以利

つ以びてのに

償に円及

限北
、い内処額つ

費
発

度開 正地
土
道
海 補正

前公
社
が
行 額

――― ――
害疎

費災災都過漁林土

災災災 河下

害市港道木

画害害害 関川水
計

――

合

山

河小都低統ダダ火

川対河

防 ムム 規市砂 地
策川建施甚

模小激

通雪

交路凍

路路

道道道

成
平

る

う管及借い

で
ま

度
年

庫用限

用理び入て国る

、金金債地度

地費資資

得造経に務の利

取

成成成

期平平平

かまか

度度度

補年年年

限北

間らでら

復復復

・道

地
土

道
海 正

岸行 路旧旧旧

海代

連街

業業 業
事事 事事事事

事
費費費費費費

業業 業業

改河整設設害 河河災

費

改

事改特 川備策 川川対

修修業良緊

修事事別 改
費費費費費業

事

業業急

施築
止 全

防

安改
害

費費

業 設

事

二
五費費費

二

係負先率 費成費

る担行の 、費に

得年

補、つ千利行取半

ににに複

償事い円子為

費内つよ係利

費務て以

、

後公

位発

単度開
社 千

が 円

行 ）額



年
８

成
平

平 度

成 公

十 有

四 地

年 の

三 拡

北 海

拡
の

地
有

公
度

年
３

成
平

道 公 報

和
昭

拡
の

地
有

公
度

年

第 号

和
昭

拡
の

地
有

公
度

年

月 大

二 に

十 伴

二 う

日

行
先

の
地

土

金

得
取

曜

先
の

地
土

う
伴

に
大

関
に

土
う

伴
に

大

関
に

得
取

行

に
大

関
に

得
取

行
先

の
地

に
得

取
行

先
の

地
土

う
伴

関

日

る
す

為
行
担

負
務

債
る

す

務
債

る
す

為
行
担

負
務

債

担
負

務
債

る
す

為
行
担

負

成成
平平

為
行

８

平平

らで
かま
度度
年年

成成
３

昭平

らで
かま
度度
年年

和成 成
平

らで
かま
度度
年年

和
昭

で
ま
度
年

管理

の北う管

ら
か
度
年

費係

額計道理に

の合海

る年

額土
地に

経６ 開つ

費％ 発い

の

社円つ内

公て千に以

管借い

行内て額

が以い

合海管理入て年

の北う

計道理に資

額土費係金

る年に％ 地に

経６係半 開つ

費％る年 発い

内子利

公て千に以利複
内

が以いのに以

社円つ

北う管借い

行内て額つ

額

合海管理入て年の

の
計道理に資

額土費係金

る年に％ 地に

経６係半 開つ

費％る年 発い

内子利

公て千に以利複
内

が以いのに以

社円つ

に管に借い

行内て額つ

額

管つ理係入て年の

う
理い、る資

費て調経金

査費年に％ 及

測に６係半 び

量つ％る年 調

内子利

査千及い以利複

量以処のに以

測円びて

合海
の北

費内分額つ内

額計道

年の
額土

社 利

公 複

発 年

開 半

地 ％

成成
平平

内行
が 以

らで
かま

度度
年年

二
五 の北う金借

三

理費資

る以合海管経入

の額土費に金

限内計道

に

度

成成
平平

利額地、つ

借い

らで
かま
度度

年年
管経入て国る

の北う金

計道理費資庫用

以合海

の

の額土費に金債地

内

に務

成成
平平

額地、つ

借い

らで
かま
度度

年年
経入て国るる

の北う金

道理費資庫用限

合海管

利

額土費に金債地度

計

に務の

成
平

地、つ

以

う事い借い

で
ま

度
年

限内

管務て入て国るる

金債地度の

理費資庫用

に務の利額

費及

成
平

、び

道

以合海

の北
ら
か

度
年

額地

の額土

内計

係 率開事い

る の発務て

年社及円子

半公費千利

利行資内つ

複がび以に

係負先 開事い

る担行 発務て
円子為得

公費千利行取
よ係

がび以ににに

社及
行資内つ

係負先率 開事い

る担行の 発務て

為得年

公費千利行取半

び以ににに複

社及円子

行資内つよ係利

が

係負先率 調資

る担行の 査金

為得年

測経千利行取半

に以ににに複

量費円子

発
開

、つ内つよ係利

費
行
が

社
公



用 轄村

費工直土農農農
合 基改防 地 土総

業地地

良備

成

地改良災整

造

地
開事事

北 海

業

み業社難すり知技職

進能 会病術 的 ど費べ推

福 のの事力 セ専 障 りて

発 祉者

環人業開 ン門 害
院 づや支 福

タ学 境に費
しセ 施施
祉 くさ援 施ー

特いン

施 設 り

道 公 報

庁産狩

議本庁支新石自

都部 庁構舎業東 庁然 会

等域境

等市広 舎内庁環

建対 築備整建水

改整舎

第

の
債

表
４

第起

号

平
成
十
四
年
三

費

業業 業 発業業

事事 事

費費費費費

―

整 整整 別まタ 整設 設設

策づ整 備 備備 備 対ちー

事費費く費費備

業設策 備事対 設事設道

費費費費費費費

業策 計

―

的
目

額
補

度
限

月
二
十
二
日

金

曜

―
以以以以以

％％％％％

―内内内内内

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ

るに

財か又め行

、他れ

務らは

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ

に―

財か又め行

、他れ

務らはる
以以以以

％％％％％％

内内内内―内内

以以

利
法

方 地

の
債

起

方率
正

日

る繰。

据お還よてる

―

た償

期ては。上

置い又
しす

を半事だ還

間、知
必こ

め賦定、る

含年の
元め

以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

又る繰。

据お還よてる

知た償

期ては。上

置い
のしす

を半事だ還

間、
め必こ

め賦定、る

含年
元

以均方にが

年利る要と

償にじき―

内等法応で

法
方

前
の

債

還
償

に 補

。
る

よ

務そ借事券

総省の知債

、他れ定発

省の入のの

財か又め行

正

補 額度 額計
の合
の限

入て年

借い

方
の

債
起

額

資
金

子利

利複

る年

係半

に％

つ内

に以

以以以以

％％％％％％

―

内内内内内内

以以 以以以以

％％％％％％

内内―内内内内

以以

―務らはるに
。
る

以以以以

％％％％％％

―内内内内内内

以以

置い又る繰

据お還よて

間、知た償

期ては。上

含年のしす

を半事だ還

利 正
法

限内計還

る以合
の

償
率

利額
度の額

二
五い

四

―

務の
債地
庫用

て国る

元め必こ

め賦定、る

以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

の
―

円

年千

方 半
の位

率単後

利）法

複 にに
為得
行取

担行
負先

よ係



害 砂 湾時

港直砂臨費災

海防

轄

平 砂関 施

成 設 岸

十 保防防連 整

四 備

年

事事 全特

三 別

北 海

業

地み事直河臨ダ直空

の
道轄河轄 り費

域時 ど
整河整空 道

路川川ム港

川改特建港整 川 備備 ・
り 対事対整 く 別別 づ 特

道 公 報

時 時
臨費直道道積市臨

施

路 山

轄路路雪町道 治

特 整備 設道維新寒村整
整対 特別 備路持設冷道

別事管改対

第

轄 轄道

水直漁林林治直

基海治 備 漁道山 整 産港

対

盤修岸事別事山

特 港
整保事 築

号

試 整
道業産 道

農農農畜

別
場場 整特

験験 備 等

試

事

設設

対 備施施

月 対

二 業策 業業

十 事

二 費費費業費

日

金

曜

事業事備

特 策良策設備

費費費費費費

対 業業

別
費策

業

策業理良策備事

対策

業費費費費費費

事 業 業 備全業 事 事業業 策

費費費費費費費 費

業備備 業
事整整

事策
費費費

日

の。

借事券る

の知債よ

るに

又め行

れ定発

入の
は

以以以以以

％％％％％

内内内内内

財か
、他

省の
務そ

総省
務ら

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内 内内

以以以以

％％％％

又る繰。

還よてる

内内

す

事だ還

知た償

は。上
要と

め必こ

定、る

のし
にじき

法応で

方にが

る

を半
間、
期て
置い
据お

元
め賦
含年

に償
内等
以均
年利

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ
財か又め行

、他れ

以以以以以

％％％％％

内内内内内

二
五
五

務らはるに
以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

又る繰。

据お還よてる

知た償

期ては。上

置い
のしす

を半事だ還

間、
含年

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内 内内

以以以以

％％％％

め必こ

め賦定、る

内内

元
以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で



平

地合

入

域成歳
海算 策北予

度出 政年歳

成公補 事平道の

北 海 道 公 報

殊民 報
特情漁林治土住

災等 理 学税 処港道山木

害害害害
減 教 校災災災

復復復復補 設設税

施育

第

等 時

公街臨都下警交高

施

路路市安学

営街察通

公設施施

備全校 住整水

建対道整設設 別

宅事特

号

宅
住 轄岸

地

直海寒

平

都 海保 成
十岸全市
四研
年

事事究
三

債正

費計北特
度理

年管） 業

債補
公計

道会
海別

管正
理予
特算
別
会第 ―

ん 備旧旧旧旧 整て 整備
費費費費費費債

備 備備 設事備

業策園整整

費費費費費費費費

業

所 月

改 二業業

十築

二費費費

日

金

曜

算、
予は

正）
補号

計１
次

る 後率号め
１定

―第に
ろ 利―こ

のと ）） 借る金てのを後て該

に

政に、見行には見

利し

つ利直っお、直

率方り

率したい当し

見式入府

直でれ資い

以だ

％％％％％％％た

内内内し

以以以以以以

、

内内内内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

日

よ

内内内

以以以

％％％

歳を
額
条総

１の
第

。
る

そ
予出

出歳
歳入

入 ―歳
算
れ の
ぞ 総
れ 額
か
ら
歳
入
歳

れと
そ円

出千
。
れる

ぞす

後率
）％ の以

利内

後て該

、
し

額
減

を
円

千

は見

利し借る金てのを

直

率方り政に、見行に

見式入府つ利直っお、

でれ資い率したい当し 直

以だ

％％％％％％％た

内内内し

以以以以以以

、

内内内内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内 内内内

以以以

％％％

二
五
六

算
予

出
歳

入
歳
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第第

額方
金地条表

平 は債地

成 、の方

十 補債

四 第正の

年 １）変

三 表更

北 海

１ 平との

る第２

ろ入額入

条 成こ歳総歳
歳出 成歳 年に歳を歳 平

入 度よ出

北る予入予
の 度出 海。算歳算 年歳

中補そ補 北予 道の出

道 公 報

１

入出 費
債

歳款歳

公
１

第

入金

収入 産 款
財繰

１２
１１

号

は
入額

歳金表

の１

２第

予
出、

歳
補表

の１
算第

月 歳は

二 入、

十 歳

二 出第

日

」債

正方

補地

算表

予２

金

よ正

に補

曜

小正れ正 海算

。に

る」

れ款 中総 企）ぞの 道の

項 小額 業

か 近

の 企

ら 代

区 業

歳 化

分 近

入 資

及 代

歳 金

そ 付円当 資出 貸千び 化

ぞ 業す区 貸れ 事と該 金

項

合合 公

事れ 特る分 付

正
補

歳費

計計 債

前

用

計 歳運 項会

産般

財一

出補

歳歳入金
入 収 入繰

正 予

前

の予
項出

款歳
の入

正歳
当に

び」
及正

分補
区算

分。
区る

該よ

日 別。ご

方
地

。
る

よ 業会と 特計の 別補金 会正額

を 正算び 円 補予並 千 計

に
後 し

２正 額 算第補 減 予
号

入 号は歳 歳 ２）の 、 第
、入

出の
額
補

正
額

単
位

算入の

補額

正補
正

額
単

補
に
び
並

額
金

の
と

ご

位）

出

補

歳

債

入
歳
の
後
正

算

定予 予

に出 出

次歳 歳

化事
代付公諸

２３

め算

貸費金

金費出 資業債支

計
千
円
）

近
業
企

歳款小

道中

４１

入 債

計
千
円
）

入越収

款
繰繰諸

１２３

表
１
第

算
予
出
歳

金金入

公繰諸

１１１２
計

正

合

債出 業事
企付
小貸
中金

１

資費金費

化
代費
近業

２３

正
補

債歳

計

項

合 道

項会付 般
一繰貸雑

１１

金金入入

入収 繰
計越金

出
歳歳

入
歳

正
補

二
五
七

前

出の
額
補

正
額

前
の
額

正
補

額

正
補

算入
予

位
単

計
千
円
）

計
）

円
千

位
単



債

款業貸
農金費公

１３

１

資業費

良事
改付

北 海

１
入 金

入
款歳

繰
２

道 公 報

１額の１

第２第

入歳入額

条 歳を歳金表

入 出歳出、

歳 歳入歳は

歳 予出予

予 のれの１

出 算そ算第

補ぞ補表

第

る

企成よ

小平に

中ろ

業

海

化成北

代平度

近年。

資
貸度農

金年道

号

債
起

平
成
十の 四
年
三

金
資

良 項改費
業業

農事

正
補

付
貸

前

歳

入
繰計 計

項会
般
合 一

正
補

歳金

前

の入

の 正れ正歳

算
総 ）

款歳 額

項出歳 か

の予 ら

区算入

歳及正歳 円 入分補 千 歳
る そ当に出 す 出び」 と

分。

ぞ区る予 。 れ該よ

業道良

事海改

付北業

れ

事
良付

改貸
業金

費農資
金業

資
貸特
付別
事会
業計

目 月
二
十
二的

日

度
限

金補

曜額

の
額

正
補

額

出
位
単

入の
額

正
補

額

ご算

位
単

と
の補

額

び 減

並 を

額正 円

金 千
歳

の 入

後 歳

正 、

補 し

に

中事借別正
特補

入 出

歳

企団れ計算

小業入会予

業かに補

合のる予１

総らよ正第
）

。算号
第は 内

１、
定
）に 以号次 ％

日

利
法

方
の

債
起

率
正

計
千
円
）

収入越 産
財繰繰

３４５

入金金

計
千
円
）

額款庫

金表国

の１
第２

金

、出

は支

２

総算
予 の

出 算

歳 予

第

１ 平総
第

入を入

条 成歳額歳

歳

入 度出入出

歳 年歳歳歳

海算出算 出歳 北予歳予

にじきる

据お還応でめ

。こ

期てよてると

置い
た償

を半。上

間、る繰

元しす

め賦だ還４

含年

支 以均必こ

年金、る諸
金

に償にが出 内等要と

法
方

前
の

還
償

国財財一繰

１１２１１

補計越

運売会 庫産産般

入金金

入 収収 助繰 用払

出歳項 歳
入
歳
表
１

金入

出補

」
正歳歳

補
算入

予

予 道のその 平出

正 よ
に

算 有補れ補 成
林正ぞ正
款 度総 野）れの 年 合の
額 事

項 北か 業

の 海

ら 計特

区 道

歳 別

分 有

入 会

出 補円び 野歳 計千及 林

れ 予す該 業そ 正と当 事

公繰

１１

特

債出

団れ

小業入費金

中事借

総らよ

業かに

企
方

の
債

起
額

補
度

限

。前

る予
算入の

補額
正

正補
額

別ぞ 算る区
。分 れ 会第ご 計２と 補号の 正）金

は額 千 予
次び を

、並 円 算
定補 額 ２にに 減 第
号め正 し ）る後 、

。

合のる

との 歳

内
据お還応で

以
％

置いにじき

期てよてる

間、る繰。

正
法

含年た償

を半。上

利
率

二償

五
八

還

計
位
単

千
円
）

ろ入 歳

こ歳 入

に歳 出

よ出 予

る予 算

。の算

元しす

め賦だ還

年金、る

以均必こ

内等要と

に償にが

の

）法

円
千

方

位
単後



１ 平の
第２

入額入

条 成歳総歳

平 歳 年歳を歳

成 入 度出歳出

十 歳 北予入予

四 出 海算歳算

年 予 平道の出の

三 成地補そ補

北 海

条費表流

１経１

第第１

方水 款 地、下

は域
費

法表業

治１事

自第道

繰

道 公 報

平。

３る
越

諸成繰

支歳
出平 金北費

度許 出年明

１道 成海）

流

第

費

野
林債

款有
道公

１２

１２１

費

号

算

２
入 入

収

歳

諸
６

月 方正れ正 の

二 総 年競）ぞの

十 額 度馬れ款

二 項 か 北特

日 の ら 海別

区 歳 道会

分 入 地計

及 歳 方補

出 競正千び

金

れ 特算と該

そ 馬予円当

曜 ぞ 別す区

越
第

れ 会第る分

明

域 項」流 １費 第許１ 条

越 る水 規項 よ下 の
に繰

費 り

明業 よ

事 に
。道 定

水 北下 度 合 繰域 年

許

翌

特 域業 流 計事 出道道 海
業補 事計 道会 水 金別 下
正 特予 別

野債

項林林
有有

道道公

補

歳費費費

理業
管事

野

正
前

入
計

合 雑

日 計２。ご

補号と

正）の

予は金

算、額

次並 千

補 減

２定に を

第にび 円
、

と後 し

）る正 額

号め

度
年

に入 入

ろ歳 歳

この

し
越業設

り
繰

費 に

事建
金 る

す
用

名費 使
て

算

位 と

単 こ

会
計第 補

号 正２
、
は 算） 予
第次 ２に 号定

と
る
め ）

出の
額

正
補

額
位
単

算

。予 予

る出 出

よ歳 歳 の

出 費
備

歳

予
３

算

で千

き円

る）額

費金
出 馬支 款

競諸

１２

こ
ろ
に
よ

入 金入

越収

歳

繰諸

４５

計
千
円
）

料産 款用数
使手財

１２

び入

及収 料

、
は
額
金表

の１
第

合 繰納予成
平

１２１

第

電
道

海

計北 出付備度
年

競競
１２

業
事
気

金金費 歳費費
務催

総開

項

馬馬

収一雑

１１２３４

正
補

越計
事 金会

益般

合 繰預
子入金入

入 収
利借 業計 用

数

運 項

産

手財

１１

金

入
歳
表
１

正
補

歳料入
収

」
正歳

補
算入

予
出歳

歳

会

よ
に出

計
補
正
予
算
第

二 １

五 号

九 ）

前

出の
額
補

正
額

入

前
の
額

正
補

額

正
補

算

。
る予

単
位
計
千
円
）

千
計

位
単

円
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１に２た

第第

総条よ業条業

る務務
成予給

則平。の平の区
定

）成予
定

事 度）度を

年量年量水

北北次

北 海

成
平 改

ム
ダ

泊
鷹

道 公 報

款１３４

１第第第

第

起
の 営営特

電
項項項

債 支

業別 事業

気

第

２の３

第第
益

条予収条科

的予

定

第

成を主鷹収算 区 平量
次泊入 要

とムび条 な

年のダ及３

北お改支に

度

号

１
第

務

総条業

平則平の

成）成予
十定
四年量
年度）
三

工お

道道と業 海海の

北

用改）数

業業り分
所 工

事事。

道道る

水水め

用
計計予

会会決

業業既

の予定

修

補算量箇

用
業

工
道

海 業北
度 事年

水
道
事 千

業 円

的

費費 出費損

業目 外

会

用用用失

限
度
補

建

円円円円額 千千千千

改事）め 設 海り修出定

る収）

電め業た目 改

道

） 業的 事 分 事。益

良 気
会業支

予予

予の決

計出既

算

定定 既
決額額 以

を） 予 下定

月海

二道

十電

二気

日

の
計

会
業

事

金

正
補

曜

正）所

算
予

算下

予以

補

号」定１

２算予

第予正

、う

はい）所

）と量箇

に）

次。

省の知債よ計

め２

定第

。正 務そ借事券る補 総
他れ定発予 省の入のの

財か又め行算 、

号
２
第 務らはるに

起

内
以
％）

の
債

方
法

利 円円円円

千千千千

率
正

量千次

算と ） 予円の
り正

」お補

い補予 補 と

正定 正 う

す額 予 。

） 第円。 量 ）千る） 定

条
２
に
定

日

め
定
に
次
、
は
）

号
１

第

る条計

こ
と
る

とに

ろめ）所

こ定箇

業業 日要苫工石工

一主

る繰。

据お還よてる

小

た償

期ては。上

置い又
しす

を半事だ還

間、知
必こ

め賦定、る

含年の
元め

年利る要と

内等法応で

以均方にが

間

に償にじき年

償
の

円円円円還

千千千千

第５前
第

款１３業

方 １第第企条

資）算法

項項債予

支
本５

建投第

計 め計 た
支良改第

） 務円）

業千

定

収款１

留調積め科１第
資

資額金資項

保整立、
本 金

的企

収本

４
第

。
る
よ
に
ろ

算 収
予的 的

本 本
条 資資

牧用用 狩

な 及

入 第 入

収

新道 均設東水水 湾 建 平

設 良港 給地建建 改部道
域業

第事事 事地 水区設

立立
量業一業

方方

メメ

給
総

水 千

量 円

借事券る

総省の知債よ

省の入のの。

務そ
、他れ定発

財か又め行

支の度 表 改 的の
条 設限

を額 出費資部
一補 良 出

の起

次
と債

おの り
変方

千千入 円円及的 」業 、び
債出目 円減支入収 千を

予 中年積の）入債 、過

額 水分金定 小度立
を既 力損
発益次決

電勘の予

開定千と定

資 中 支

が 条 び

額 ４

留円

本 出
入
額 収

出 的
支 本

的 資 ）
的
足 本

不 資
し が

対 額
に

す

ー ー

ト千千 ト

ル円円 ル
立立

方方

メメ

ーー

トト千千

ル円円 ル

務らはるに

％
内

以
据お還よてる

置い又る繰。

期ては。上

を半事だ還

間、知た償

千千千更法

含年のしす

利 正 る

円円円す
。

率
償

千千 発

還

円円円

千千千

びり）円円 改保及お額

年正 積金当補 良資
立す 度る補 金

資。正 本予 的 千定

円円 円支 円額千千 千収

当額 小 び整 中 及調 、）

額
額 出

る 支

水

に
対
し

足千 不

二す円

六る」

〇

、 額に
過

立立

方方

メメ
ー ー

ト千千 ト

ル円円 ル

め賦定、る

元め必こ

年利る要と

以均方にが

内等法応で

に償にじき

の 後
方

円円円法

千千千

年力
度発
資電千計

本開円
改に）円円

発」千千 的
収

年
度

を勘
」益

円損
千分



６地

第

方

会交税

条 議

平 予 の際法

成 算 議費

十 昭 第 決

四 和 千 ７ を

年 条 経円三 な年

北 海

牧事地

小設蘭

起苫建室

区用

地業

部工

債東業区

工改

一道

第水 の

道 公 報

４ 第

第

１２３本
条 １第第第資

算 工収
予 項項項的

支款

業４ 用及
第 業営営特入

道支 業別条 水び

第

め第
１２３

一る科１第第第

計工

会項項項

般。収款

長水業

ら用

か業営営特

期道業別

号

３
第

室工入
算 収

予 的
益
条 収

水支 蘭条 用び
３ 業及

第

」 中

月 を け法

二 れ律 公
十 第 職 ば

二 員 流交日

費 る費） 与 す際号 給 用

第 こ
と千

金 の円条

で」の

曜

修 目

円 な改の

千 きに６

的道
水業

用事

業

限
度
補

千
額円

費損 事出 外中

用用失本 費資 費 出業）
入

収
的 用

額
が
資
本

円円円円支

千千千千的

収

収 入入業収利 借事外

）益益益益

金目

千既 円決 」予 を定
額千千千千

道出
に

般）円円円円 一

業

収 事

た 修 地

め 改）
定

及
入

収
的

益 区

び
支

の 千出

日

。３

を 経る第

」 いめ４

費

告 ）項

費よ

与に

給定

員規

職の
り
、
次
の
特 千

事券る

起総省の知債よ

省の入のの。

債務そ借
又め行 方

、他れ定発 の
法務らはるに

財か

利 正
率内内

以以

％％

に
額

出
対
し
不
足

る 円円円円

す 千千千千

額

計
会

予 長正 ら補 か
期定

円円円 入額千千千千 借
金）円

定
予 円

千
額
を
次
の

す
正

補
り

円お

千と
る

１２

、の

に者
業 」

約 円

名表 取成
を平氏代

定
指

り
た月

はの し３
消年又者

る繰。

償据お還よてる
償 還

期ては。上

置い又

す

を半事だ還

間、知た

め賦定、る の含年のし

元め必こ 前

均方にが

方年利る要と

償にじき

内等法応で

以

法に

千
円

円円円円を

千千千千」

第５
第

１３業

第第１第第企条

項項項項債予

５６支款
建返第

資）算

会
他固

本５ 定

円計

」

）円円円円

に千千千千

定第

改

２３４

額科１第第第第

資

次項項項項

を収款１

の

他 と企補負
会 お本

。
な

円、

千お

留額
保 資
資 本

千 金 的
収円 千
及 円 入

名氏 。

油淳
石

贏木
大荒

日称名
社
会

式
株子

額円
千

補
度

限
方

の
債

起

計条 設

ら
か資

的の 産改還 の表 長売
出支の 却 期良 借一 入代

出費金部 金金

の
次
を

と
お
り
変

計 りか

業助担 補的ら 正の す入収出

る目資

。）入債金金金

既
決
予
定

」 額

年 資円当 を が千び

支年資 年 的当度 過 本、

収 損 額分的 分 出度本 度

し勘調 勘 対益支 益 に損
保 足留額 留 不定整 定
保

海
北

資 す

二 道

六 知

一

利 正
法――

堀
事

千千千千更

還
償

率――

。
る

円円円円円す

千
円円円円円

千千千千千

円円円円

額千千千千千

）円

補
正
予
定

円円円円

額千千千千千

）円

金 る資
額金千
円
」
千に

、 当

円め 円、

千改 千円

、当本 度

にび資 年

」及
年的 分

也
達

資 年入 益

過度収 損

法――

方
後の

円円円円円

千千千千千

計

円円円円円

千千千千千

留

分的び 定
本 度及 勘

）

調の 資

益支出 保
収 損支

定整金予

勘



平委病契平る

る託むい
１ 床 本成託約成こ

ね 資

と 契を時 数 金
の年約締年。 間

額度を結３
１ 以内 が以数し月 床以

降回、

北 海

２
業の政政。道道

資次と

第行を 務格令 い令が税
う滞

第 ず
れ の指納 に

て の の 種も名し 条 条 要
該競

道 公 報

１

参は契資

資平に類
札種

加、

格成
及

に者定

委度るに

び年す

務い必る

業おにめ

託

第

規 札

地定 幌

に平 医

よ成

方
科自
り 大治
、年 学

一３

法
告

般月

施
示行
競 第令
争日

号

た業定

主事指

３４

平る所の

成事の取
十務所消
四所在年
年又地月
三の は日

、以そ日 上範

国上の現 の
院 円内 又締実在 病 万囲

しが札 と 以に は結績、

方、１幌 、 上、 地

院 で公か年医
方 型 る共つ以科平 外 あ

誠あ学メ 医 こ団、上大

材 。と実り附ー 療 と体
履か病ル 料

医に、属ト

第 第 類件当争い ４ ４

療

項 項 る札者 ２ １ す入る

学と関な の に 医こにで
るこ 定 定 部。すい 規 規

名。 よ る 属指と に す 附

な 医停 競 で 院を り 者 病

約格

こ 材さ 入 い 療止 争

資と

種札なの

のて要も

の

医格す平学札務

類幌

附医委

科はる成部幌

大、。
年属科託

院学関

がに３病大に

学

医医す

締定月

結め

に材部資

しる日療学る

うの一料附格

よも

入 号

札
昭

札

に
和
参 幌

令す
政加

年
医

者
第る

科
。必
号に

大

下な
以要

学資

月
二
十富平

二良成

日野
園月

花７

市年

町

金

番
２日

曜

上 の

材行つ院以 等

号
６

料し誠に

等た実医の

の者に療物

で履材品

あ行料管 シ
るしを理 ス
者品庫 ム

シこた納倉 テ

保 営

テ。ですを 運

スと
務又

運るに 業有

ムある

れ 札

業とたは に

営こ当

い の 。 のて へ と 料

な 参

い 加
さ

テ。 除

スと 排

シこ を
者

務る

業い

営て

運れ

ム

とと般の属

委

病以
院下

すし競

医

る、争

当入
のス材格

に該札シ療資
のと

め約公テ料」

定契

い

るに告ム

う

契よを運

。

約り行営

係達札務シ）

に調う業

一す医託テ

るを幌委ス

政格 告

」定札

令を

示

大 う。科 いた医

とめ幌

第長 ）学 。

秋

５

野 の
条

日

し

に、 す保

務。り確 関

６

す委おて

関お る

の再再し格

イウ成資

請申有 申 中資企申たの

企を組し請効 請

小格業

こ
い

な

託で

有合よ書期

５

資

格再次を

アイ資請ア

出いう格 申 審 提提の行
有 の 先先ずこを 請 査 出

約運

般る科契ム

のれと

の医業

争務学営

競役大

入
申資な受申資申

民した
書 請請

祝 格け付格請

の
査ば間査類

日 審れ時審

豊 第

のなはのを のの に

４

の

明 項
１

て格

法いに及め資

年つ

小協い審

律て掲経中び

る産企業る査

第はげ済

、
当資業業組との

３

該格局等合き申 号

企
格小下

資中以

間

の 業 企
等 件小

業中 要

はとを及 方 等す又う類
当

同者協法す提び

協る
あ組者し該

組で業る出

る合はな期

合

あ４れの

企もで、け間
な新 組にるのば更

業の

続 をる格のら手 合限資

く）有請い 除。を申な

申 名事 所かがす 再 のの

地請由該き者

在にでる

電るの

す。ら

当るか

称

番で該

幌幌話者当

札札
央引格

科中号、資

医市
大

きに 学区

きる

事南－続係

務１

出

時方 す 申ら、申提

関
い前法はす

る 請な午請
こ

律 、。９、る

法 期は
平時次

ら掲に

昭 成かにと

和
年午げよ

法 月５申行

年 ３後るり

時請わ 律

で類け

第 日ま書な

の 第中要長協に。請 ）

行組っ時 ３小件が同あ

第業、う合て期 条企は

第、び １等適官法は及

同し需３設方 項
協用公

第の ７
組な適条立法 第

に
又。組４際 号

合い格

げ
協のに資 掲

は合号に

等 特同業 の協

業証掲格

組
法同

合 例協
組

と
和」

昭合
及
第）

律。
法う

年い

の ）変る類 。をす書。

たそ出 あしで提 で更者

、 格の構に 資もの先 る

変提 す

を該 有

員当 を

成

営

たの で

し先 者

更出 る

資

病西格業 － 局条

をを 院

得相

流う、 内 物目よ続

課丁

す併

管と合 線

理

る又 セ

に

ーは渡

タの譲

ンもは

資よ

、

金とのれ

かる出な ）
）す提ば 号

にな 規
ら。先ら に

当。 す
日、い 定

出 日
）提 休

水該 る
。
日指 く

曜の 除
土先 を

る有 協
組明げを る

、示

業る 組
が有企す 業
合を

と合で

のる組者 合
次す

い
ずきあ 以
か下も

れ。以る 下
にの 協

成 合
当業構 組
該企が 業

る合員 」
す組

び
団 条

業 ３
企 第
小 ）

中 号
の 規
体 に

二組 定

六織 す

二

指 、

る 企
す 小
関 中

に る

り 成

よ 構

に の

の示 そ

も

のし

査継

審承

格り

員作

曜よ ま
日に ）

申も

再た

し

び成 間
及作 の
日り で

きと過 い
と」の と

国に

を ）
、う数 。
はい半 う

律 等
法 業

にの）占

２。

協
和 組

昭 同
合



５
入保第

開入以証入

平 札札金札条 下

成 札にを保の十

７ 消 保参納証

四

日及 費 加付金

年

び 税 証しすの

三 等 よる納

北 海

３４

契札入

条市執

シ約幌札入入開

央の札札札 テ項中行

ス

所場日場 運示区場

ムを
業場１及

営す南

道 公 報

１２

委札委契履札成

入入平

札
に託幌託に
加札 付約行 業医業参年

場 の大のす幌 す務科務

者科 事
名学仕る医 る期

称医様

第

札

次

７

幌

の平 医

と成

資資

科 資格

お 大 格格を

り年 学

一３

は有

告

般月

１のす

示 のる

競 第 喪者

争日 にが

号

る

格効 格係

資資に有
約

の 効般 有間 有一 の期 の

北 間争 期更

期競 効

月

海 」 時金うこ付

二

道 と ととの

十

財 い す。免

二 る除務 う

日

則 ） 同は納規 。 に者、

当 。そ方

相 じ、付
和 額 の法昭

金 を 者等

含 のは
年曜

所時所

。 積地北 む 見、

時

の西日

務所条び

委

目幌幌成に

託丁札札平
同

に
関市医
央大４。

す札中科年じ

南医１

資医区学月

る幌
学条部

を大１学日

格科

間所に大
す事西附午

有

要告

び部必学

項及学等

第

量属入平札な示

数附
病札成幌資
市格 院説
療書４央に

医明年中号

料よ１南定

材に月区規

。か条る

のる日１す

ら西札

入 号

る規

めに札

定失２

にる

約す下

契定以
と

も要」

る格札

係資入

当。

あ該う

でにい

の件

落
資の

、札

間は入新
る

日
るの

す定
有決

を札
格

旨す
たと

めで
認ま

と

日

治規 の っ自道 ） も方海

た
契法則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当
消昭以 相
税

規 以
び政務 額

及年財 る

属前

地令

る務

こ局丁病
階

課３

。院

と病目院時

ン１

セ第

理床

管臨

流
物

幌

室

ー議

タ会

平
目科

シ成丁医

ス

月幌医

ム３札学

テ年大

医学

運
営

学属

務ま大附

業日科部
療

部医

学院

式医病

一で

い実札

めなを

たし）

附

科

効とす医

有こ施幌

、
のっ学

間な。大

期とる

、は

はき秋

新と

更た長

知
通。

のる

わ資

行、野

の
１
ら
か
日
た
っ

あ
が

」 の
方第則 上

に

消

北

税札）い

費号と 入

こ詳道成
海平

の細情
開月

札、公３

入は報年

の入

名所の

る者契こ

イアイ

告

額札るに公

金落あ約

入とをす在の

を者か関

院の

病料

属材
で

開に入る捨者

そ号ア
金をたあ

札掲札落額て

決 のる額加金る

の札 げ

を

な格豊

入に算額か

時

も

７８９

。
う

。失明

い
交便て

郵郵落財っ契要

等者書 規 及入

便札約 務
第 電 にの作 付則 び札

６
契
る
め
定

報有 よ決成

付 第明
）説
。札交

う入
書
の

執札条

、書施

は明の

行説例日

道

開よに

公に行
企

る。す

する関
業

海
北

。る

管

し事容

札な申る内

企
道

予

にた出務称地は

書っ

で

載はく担定

記者てを

便話あ

し、だ当札郵電

る医番番り

て落さす幌

決。組科号号、

く札い

さ定織大変

だ

更 い後の学

る

。速名事－－す

や称務

税

おに 札係し）免

に定
消金も事

い当 及るたを

っ こ費額っ業

てた 他び
２て の税て者

、

該札あ

には 公等当落で

入 に取金価る

規、 告の

とを

す札 定扱額格か

定

に る１す問

る書 めいに
未のず

格記 入円るわ

資
を載 札

に効 る定の 方

法入否 第 よな 入方要 条
の 札に 項 入札 １ 法札る
は限

） に

場め。 定 の認る 規

交。た り

でいし よ

所な

か交場 条

すを め

付者 定

関 第に所 ら付
す

市医

ま事幌幌

条る札札
区学

定央大

の中科

で項
と１務

る南事

め

理

規
局
業

規

を
程

程

よ
の

次

二 う

六 に

三

こ

。
る

め
定

－ か及局

にび病と
が 消所院札

有
内 税地物市り

費在課幌

。

の管央る 線 等流中得

課理区

税セ南

者ー西

業タ条

事ン１

で

、見

有さ に満で、

あ丁

なた す端入積

しれ 関の

条が参っ

い金 る数札も
者契

のに 件あ加た

者額

た該 違とは約 し当 にる

しは消額 入金 反き、金

、の た、費の 札額

入そ税 財札の等

、

る落 た

は端に 分分 務

る 格
す 価
と 定

者 予

。札

局

で
内

囲
範

の
限

制
。 の

院

ろ西病

こ条

に

理
管

。流

る目物

よ丁課

事
税
免
か

る目

ー
タ

ン
セ

則、数係 のの 規

業

５ 第無金る

効額課に に
相 とを税相

すり業す

す切事当 条当

を
格

価
の

低
最

。
各る



２ 第第第

の ７８ 公 ６

と条 条 事 条 文公 条

条移条る第

書文案す例

条の書

例存不例送例。
の

第否存第通第条

知 を在

）の第

条明通条書条２

第ら知の

北 海

第

に ５

よ書文公 条

文文一書

る公公公書文

例の書書書部の

条も文

一示否

第とののの開存

す開開

に定明

条る示示部決を

第。をを

道 公 報

第第

る

２

３４ は

も公 条 公 条

書

項管文文の文

前、公

例す開

に理書条書条と

第示第る示

定者開例開

。決

めが示

決 る定請

期第通

もめ求条定条定

のる書の

第

第第 号

２ に施 １ 北）

条 つ行公 条

条

道全旨いに文

海の趣

し検例

情部）こて関書

改規北必索第

報をの、

料条

開正程海要資４

公

、情事）の

条すは道な

例る

号

道
海

北

北 企

平海 業
成道 管
十情 理
四報 規

年公 程

三開 第

）知第項

２か書通２５

、項お

にしは２に

項に

記書て

いい別のい

おな

７は用

準定第面準

て決

様別る

す知号、す

用通

の第条

条に式記同

る書

つ通ら
第る公８第

例よ

に

項るない知か

１すし

書とこ公し

のこいて書

は決と書い

面とと文な

次し定開定

、定決の決

各とたを知

のたし示通

こ

にきる）

号きとす書

書

の。）請間３知
掲別

）

か書長の等

ほ求延項
書は

公、知面

、は通書
記

の第別

書記）、

文別
式号

に様２

索号第

検１

の。北報項公
要の様

必

行道開定書

施海公を文

関営例る検

に公条めの

す企も索

北管成と必

る業平のに

す要 海理

企北。資

道者年るな

局下道は

業以海料

月条 ３

二例 号

十の

二施

日

る
す

関
に

行

金

海
北

曜

も文号２

北企
道

第と不式の

条の書様項

項る在の面

１す存そ書
別

書知の、

の。通１は

よ移第

はに案記

面書事

様

記行通号

別り送８

、

記別と

６も書式

第う知

定

区３第決

る第記と

げ

式様た

に様号し

分号４
公

当公のき

じの式と

応
号開書記

各書文別

該文
示号

定決開５

に示非第

書公

資文の

な公式

め定

成請開

作示書

の開文

料

期

縦に定

び書決

及求示

の長

関も延

にる間

覧よ

規条、
必と通

し

理第業

程管例企
局 平者
と。務

成」号総

。備

北う下に

年い以課

海

」く

企が例置

道）条え

理すいの

管理とも

業管

日

業
企

営程

公規

道局

海業

の

号のにそ

川
西

者
理
管

るもの

式する２

様とよ
こ

。

の

規

るるのの

げ

附

例文例示程

区条公条開

は

分

則

知、

に第書第通

の 応

る通決様

じ条開条書平

知公

知書通の

通知定式

書

第第第 ２

る

条 。第 条 審 条

会条者条

文文査三

公公
のの例に例か例

書書条

写写第諮第ら第
の 問

。に

なる書

要す知

しし

項よ

事

第 ２ 第

しる の

条 く管こ公 条

書公

す文は理と文

と公

はでの文

る書公破者が

書し、き写書

。の文損

うと

覧を、前るしの

閲

第文）る

程公。す

規る
条の

２３４

９書の。

例第例す例

条例条と条

第る第

開開意

示示見第

。 条 請請書

よ第第

求求の条に条条

利
昌

年に提第

９
第

事

条

通に例

送者条

移三
案第

知対第

、の示の成

書す

当３通３

各１書２４

該第知第年

決日

にのの１

号号号月

るををら

め定定か

定決

とす

知たた行

通しし施

にききる

書と

の議の

のの条し条異条

付開旨２申３

作交のた

て規

方に示のの立の

成

文知知を定

法要公通通

お

、る書）は棄に

はす
用写別すい

管費の、却

第場準

者のし記るて

理

合用

が納の

定付交

項。の写
め）付号等す

付の

覧はの交し

）閲又

）付

るざ定等交

す改規
て反数

はし違部

者んに

開

該なる、

当はすは

、
い対請

文なに示

公ら者

出２り２３

を。し求

書

の

日る先項開項項

月係
び規を書書

公及に示の
るはは

書提定す面面

文

別

記期る旨、、

に出す

さ施び記記

録限実及別

れ機そ第第

て関の９

る定由様様

いが理号号

項

る見１

よ意第

にる条
の定

と出規

の提に

も書
施
の実

。会る

る機す

す

る別別

よ。

等関
与機

付

の第第

も記記

と

の

。式式

る様様

す号号
て

の立

者申

三議

第異

の

要式通条

るに様のる

異

る審）第

すの知例

。

費査

項

、問３

は諮第

用会条

に面

し書書

納知の

前通

丁てが

れり、

けよは

な

公

取公た

に、っ

寧はあ

閲１

うの書

扱書文

り文

に中に

もを名

と覧件

と

式

れせ１

こさき

、止つ

公

該るすのの

当めと式

書

三項。文文

第事る公

前開開

に、のの

者は書

定

る各に決

す項示示

関

定意係

報にるに

情号係

が

容る照通

内め見る

の

は
項
事

）る
続め

手定
の

、

二次

六の

四

立る

申係

議に

と
り
お

と

の

ば行次

係書

に文

て公

とに

なの号

らも各

なう 汚又と

を、部

。す掲

い

す

、止。

し禁る

損はす のにに

の書書

も会知

若

す

、もも

かるる

ほよよ

。
る



１２３

注

平 る

成 ２３場※

十 のの合印

四 欄欄にが

年 ははの付

三 、、みさ

北 海

当

受担備

※４※５※６

年部

付

道 公 報

開請開あ

ののが

１２３
が理 示

求称求示る

請名

益 の 係は係公由

に又に

る内る

第

報

営情

公道

道海

海北

北
管開

業公

企

号

式
様

号
１

第
記

別
３

第

月 該北記れ

二 当海入て

十 す道しい

二 る情てる

日

さら

号公だか

番報く４

印例。ま

○条い６

を開

金

の

で第で

囲

曜

等考

月課

でには

ん条欄 年企
道話

海電
北

成
平

日

文文必

区 公容公上

局
業

書分書要

条

様９
第

者例

理条

覧
閲 先よ 絡に 住氏連定

規
の

り 所名

、 人人 法法

次 そそ

関
条

公

）
係

示
開

書
文

日

し

さす入

だ当記

く該、
く

書で

文い

。公な

いる
と

業

開い工

てさ本

しだ日

課 月務
総

求格

請規

示。

） 日線
内

の

付
交
の
し
写

他他 のの

と ののお 体体 団団

り にに公 っっ ああ

文 てて電書 、、 はは
話の 事名番開 所及 務称
号示 又びを 事表 は代

請 業者求 の氏 所の

し 所名

求
請

成
平
書

月
年

３

当
担備

４５

）

す４

を

区び
長及期

延由時
理定

定

公北第規
例に

１２

文海

ま

道条す

地在）

す ）

知
第通

。
平

年定。
規す
のま

成条し

日

式
様
号
２
第
記
別

、長
分延

話
電

等考

課
部

時
定

理決

の決
長の
延後

海
北

由期
平道

北

定

の報１決

情第る 書

企

称条文間

開本期 名公項
年

分
区

成長

平延

月北北

開と
日の

次
、
月り
よ
に

す

様の示
求開
請り

示お
っる
あ

関
条
４
第

公

）
係

期
定

決
示

開
書

文

内二 線六 ）五

成

業
工

本
日

海業 道局

報
情

総 公務 年

開課

第
例
条

月

２
第
条

日

道道
海海

た
項

日

報報
情情

か

公公 ら

開開 平

条条 成

第第
例例

年

１２
第第
条条

月

た本
項項

海書か

北文う
公ど

たか

平営い定

公つ決

道にを

管北期

業、る

成企てす
長

情延

者道を

年理海間

月報

書
知

通
長

延
間

格
規

第

）
４

だ文
書

し
だ 日し ま書

で

日条の 印

開た
公し

で 号

、
例



示

指て開 備し
１２ ４注

いけ

れさ受

さだを

定く
た

北 海

部
当

所担

場

３

道 公 報

１２ 第
平

項の

１文示 第公開 成条
規の

の日

書 年

第 号

３
第

記
別

平号
成様

十式

四
年第

三

は

のに 考示際

開。る

５

知

合通

都の

がこ

時、

日

課

合示

場提

いを

悪書

の

道 話海話 電北電

所
場

等 び に及 名 月定

時

局
業

企

時 示次
開、日 日り

よ称

あり成 のお平 求と
請の

様

公す年 た示
っ開

月条

二関

十公 係

二）

文 日

開
書

金示

曜

定
決

らさ

あだ

、く

はて

にし

め
じ。

かい

等規

課業

部工

当本

担日

課
務

総

へ格

線
内

と月 書こ
文る

）
線） 内

、し
て定日 い決

つと
に

道で
海の前後 北た午午

北

開し
公知
報通時 情、

理
管
業

成企

平営
公

道
海

月

者

第年

日

書
知

通

。を請

算す注

）

絡４

連
の入を

のて３記求

こし
決
に以はてて

定日欄しし 示期
開る担備

き
３４５

。
例す
条ま分

す日当

１２

項文示 １公開 成第
平条

号日印

のし 年 式
様
号
４
第
記
別

服に開りだ

不内、あく

あ北すすい

が、示まさ
、

場道こで

る海るの。

企で示

に営が開

合公と
望

こ管る希

、業きを

は

こ部 る

決者日す

の理期 電
北

成
平

で等考

が

課 と 定の

規な

書

企 年道話
海

日り称由 よ理 名 に 月い

求と海 請の北 示次
開、

公 っ開報 あり情 のお道

様

開 た示

関
条
５
第

公

）
係

示
開

非
書

文

ら合

が対あ場

定にをる

た異じは

ってかに

あし

示該

と申明当

こ議め、

っをき日

知てで期

を立
日ると後本

たする以日

翌とに改業

のこきに工

日

課
務
総 月

局
業

い例 文な条 公し

）
線

内

にこ第 書
定１ て決第 いと条 つと

で
道の

海た第 北し項 、

公
道

海
北

公通号 報、
情 者

第年理
管

業

成企

平営

月

書
知

通
定

決

二
六
六

かでのて格

日がそめ規
）

起ま日示４

らき期開

す
例ま当 条し該 開知に

号日印

。
第



。１２３

す注

平 し明る

成 指て開４示場

十 定く示ので合

四 さだを欄きに

年 れさ受はるは

三 たいけ、と、

北 海

こし ４５６算

すのて 開る担備決 示こ
しと当定日

ながに以 いで部不内 部き服に

道 公 報

示及

開所開要

場概

２３
いの 日なそ のしび

示

第

知１ 第通

平

。
１す文

第ま公 成条し
規の

の

書 年項

号

式
様

号
５

第
記

別
５

第

月 開。る開き当

二 示際示に該

十 のにしそ期

二 日はなの日

日

がこ部日後

時、い期以

合通に記改

都の分をに

の知つ入め

金

いをてて開

悪書いして

曜

合示示り請

場提開あ示

分る

が、 課

開日
を期

等考あ北 示

は企
に営

合公
場道

る海

平の理 海電こ管 北、業
対 業定に 企 成決者 道話

びの
分由 及

部理 時

局が

時所要由

日場概理
北 平

海 成電

道 話

報
情

年公

開、
日り

よ称 に

名 月定
り

様のお
求と

請の
示次

関
条

公一
たの

っそ
あ

公

）
係

決
示

開
部

一
書

文

日

はてるすを

にしすま求

あだとでて

、くこのし

かいでそだ

らさが、く

める部い

じ。きのさ

工

当日の本

担期分。日

らを規

課あ示業

部を開

年って
あし

へか希格

等

立
と申 課こ議 務た異 総

知て

月を

日日る ）たす 線っを 内

かで
日が
翌と
のこ

条
開

月

第
例

日

１
第

条

午午

項 前後内

第

時

）
線

に
号

示

道に開

海書を

北文部

成企てる

平営いす

公つ

年理海と

管北と

業、こ
公た

月報し
情定

者道決
開の

書
知

通
定

第

算す

）

絡めす４

連じ望

備のて
こし。 ４

決

２３

起ま
らき

に以
定日

分

を由当

否理
存い担

な

当
該

た１ 第し

の

１、求称 第で請名 条の

例、

日条で 印

項通に又

号

年
成
平

式
様
号
６
第
記
別

海 考あ北
が、
服に
不内

業
は企

に営
合公
場道
る

ら部 明

決者
の理

こ管
、

道話
海電

北

し等

に

課 か 容 規しる内 の知係は

企

り
よ。書 にす文 定ま公

報 お情 と道 の海 次北 、
求

請
示
開

日
月

開 公公 り
っ

あ

様の

条
６
第

公 関

文 係

書 ）

か
ら

明
を

否
存

の

た異
って
あし
が対

定に
を立

と申
こ議

二 知て

六 っを

七

業

のこ工

日る本

たす日

課
務
総

局
業

翌と

存第 の例 書条 文

）
線

内 に
か当 ら該 明に を条 否

海書

北文
公
た

こ
い
な

し

成企て

平営い

公つ

道に
情

者道

年理海

管北

業、

月報

書
知

通
定

決
い

な
し

に

かで格

日が規

第

定
決

と
と

）

起ま４

らき 号

例

日条 印

開
公



備のて
こし。 ４算す

通
服に

不内
に以

知日

北 海

の

部

在

当 存
不担

２３

道 公 報

た請名 成しの 平で１ ん
、係は 年でに又 の求称

北る内

第 号

７
第

記
別

平号
成様

十式

四
年第

三

場道
る海 考あ北

が、

７

こ管
、業

は企
に営

合公

理課

が対
知に

通者
の理

局
業

企
道話

海電
北

由等

日報
情書 道文 月海公容

の第
求例

請条
示開

開公
あ

様

公規
たの

っ条

月条

二関

十公 係

二）

日

不
書

文

金

存

曜

在

と申
こ議

た異
って

あし
っを
知て
を立

業

のこ工

日る本

たす日

務
総

かで格

日が規

翌と

課 り
によ

書に
文定

）
線
内

ま
公し
、知
て通

い、
つ

海
北

し
在
存
が。
書す
文 年理
管
業

成企

平営
公

道

月

者

第

日

書
知

通

不
と ６注

）

起ま４

らき

点

開りな

件な明 備本に 担関お

３４５

示ま

送びる

移移公当移及け

を企課を当担 送送営部

１２ 第
せ
ま

又 平
第

文 ２送 は の公移 成条

号日印
年

式
様
号
８
第１

記の

別そ

つ当

に担

求。、

請すは
お

、に

は等

て課 考い部

当

けわ

受合

をい

送問

移

管け実部

をし業等受該
実機等

実理た施課 し

た
の機に

機）施関 た施者

施
実

日関

平道話話

海電電

北関
機

の 項容し １書を 内

成企

に称由 定

理 規名

月のた

の
求次

請、
示り
開よ
日

っお
あと

の

案
事

様

送
移

実く

たせ

）
係

関
条
８
第

い
お
に。

関い

機さ

施だ

開
て

局
業

等業

定工

決本

示日

月

課部

務

年総

事
たり

日

））

線線

内内

し
つ送
に移

書を
文案

公
通
海、
北で

、の
てた
い

北

報し
情知
道

通

公
道
海

知

成業

平企
営

書

月
第年者
理

管 二
六
八

す格

を規

開す
公ま

）
課

）

こ４

る 号日印

例
条。



す ６注

平 備本る不

成 件こ明

十 開とな

四 示に点

年 請なは

三 求り、

北 海

担議課

３４５

部送議

移移公当移会等

受に

を企課を長 送送営
た管けお

をし業等

道 公 報

し１２ 第送

又

２で送 は のの公移 条た

容し ５通書を 内 第、

文

項知

第

年
成

平

号

２
の

そ

月 にま担

二 つす当

十 考い。部

二 て課

日

をい

送問

移お

、に

は等

金

けわ

受合

曜

る

実理たけ し

北く

たせ

道当

機）海担 た施者北
会電

北議
道

海
北

日関の

成企務

平道話事話

海電

おま名

にした の

局
業局

す
用

準
て。称由 いす

理

示
開

日
月

項
１

第
条

同
る

北公
た

っ
あ

の

様求
請

通
送

移
案

事

日

長
議

会。

議い

道さ

海だ

お
に

決規

示業

開工

て本

い日

月

課
務

年総

定格

規
の

日課

））

線線

内内

り
お
と
の
次
、
り

よ
に

定

営つ

公に

道書

海文
案
事

理北

管、

成業て

平企い
開

公

月報
情
道

第年者海

書
知

第る

３４

備
５

）

を４

等

理意

れす
てる北
道に当 見

い情海条由担

開１２ に報の

移
を

る報

公上 す件開示又 関本公

情示例定記 は る開条決

号日条 印

報請第に公 文

報
情
道
海
北

例

式
様
号
９
第
記
別

考

電
話

内報りの課

の情よ部 書

を出 開示） 提

容公開等

関例す先

に条

係書文 内

企

－道
海
北

〒

書 が求
係第意に の 記に条る容

項書録 さる２見名記 録

規に

た文の」称さ れ公
書次にり

文を定よ

公書
、成

つ理り平

にのよ、

に
例
条
開
公

てに御

い由

成

様平
、
き
づ

基
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